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第一章 緒 言

余ノ・嚢二生及加熱死結楠菌二依ル組織漿化 ラ比

較観察 セリ。現今各種脱脂菌 テ以 テ結核冤疫元

トナ シ数果 ラ牧 メン トスル者多ク余モ亦之二就

キ聯 力知見ラ登表 セリ。

依 テ本報告 二於 テハ各種脱脂結核菌及 「チモテ

ー」菌 ノ夫 テ以テ組織攣化テ検索 セント欲 ス。

第二章 實験方法

第一節 實験材料
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(イ)供 試菌株

(A)人 型結核菌F株

くB)鳥 型結核菌TB-13株

(C)「 チモテー」菌

何 レモ九州帝大細菌學敏室所藏 ノモノトス。

'(ロ)脱脂菌及菌髄成分

鼻轟励旛軋菌攣礫

人型繊 菌言 閂テノレ」浸

概 ネAndersonノ 方 法 二從 ヒ テ抽 出 セ シ モ/ニ シ テ、

抽 出物 ノ命 名 モ亦 同 氏 ノ夫 二櫨 レ リ。方 法 ノ詳 細 ハ既

二戸 田 数 授 等 ノ獲 表 ア リタル ヲ以 テ省 略 ジ、唯i欠表 二

之 ヲー一括 ス 可 シ(東 京 、署i新、2887號 、 結 核 、15巻 、

9號 、J.biolog,Chemistry,Vol.74,p.525,Vo1.90,

P.45)。

一菌渣蝿 こ最奮一[±墜 二徽:::攣峯華_撃_鞠

「ア ノレ コ

_一 ノレ」「エ→ 濃 縮 「ア セ_
一 テ ル 」 トソ」注 加

溶 液

一水可溶性物質

「エ ー テ

ー窒』湖 落一濃縮 ・… 「アセ トソ」可溶脂肪

液

一沈殴物→乾燥・… 燐脂質

爾 他 ノ脱 脂 菌 ・・夫 々 ノ章 二記 載 ス。

第二節 槍索方法

前報(第5報 其1)ト 同一ナル ヲ以テ省略ス。

第三章 臭素瓦斯脱脂人型結核死菌注入實験

人型結核菌(F株)「 ソーbソ 」培地獲育聚落 ヲ乾燥

シ、之二臭素瓦斯 ヲ約1時 間作用 セシメタルモノヲ注

入 二供ス。 ソノ方法 ノ・第1乃 至第3同 報告 二詳述セ

リ。本法二依 リ結核菌 ・・凡テ非抗酸性 トナル。之 ヲ生

理 的 食 瞳 水 ヲ以 テ研 磨1aα10mgノ 浮 游 液bシ 、 ソ

ノ0.2α α宛 ヲ皮 下注 射 ス。

海 狸 ハ 各頭 皮 下8ケ 所 宛 、家 兎 ・・12ケ 所 宛 、「マ ウス」

ノ・各 頭2ケ 所 宛 接種 ス 。

第一節 實験所見

第一 項 海狽所見

第5日 加熱死菌 ノ場合b大 差ナキ、白血球團周邊二

紡錘形細胞幼若繊維 ヨリ成ル薄暦 ア リテ少数 ノ組織

球性細胞散在ス。充血著明。白血球竈内所 々二淡染小

塊 ヲ見ル。

第10日 白血球竈縁部崩壊著 シク幼若繊維暦内細胞

成分稽 く培加ス。

第15日 多核 白血球盒 々崩壊培加シ周園二混清層形

成サル。 ソノ問繊維膠様繊維所 々二侵入ス。

第20日 白血球竃一般二「クロマチソ」二乏 シク混清

層二・・上皮様細胞,組 織球性細胞多数ニシテ紡錘形細

胞等互 ヒニ原形質突起相連繋 ジテ微網状 ヲナシ屡 く

網眼二崩壊白血球淋巴球散在ス。外部 二殊二紡錘形細

胞乃至幼若繊維 ヨリ成ル薄 キ輪走暦アリ。往 々巨態細

胞ヲ認メ核比較的「クロマチソ」二富 ミ類圓形 ヲナシ

核膜鮮明、上皮様細胞 ノ夫 ト略 く同大ナリ。排列・・環

状牛環状壁立性 二或 ハ雨極 二偏在 シ或ハ披散性ニジ

テ通常数十個ヲ算ス。

第25日 肉芽暦内血管新生旺盛ニシテ各所二赤血球

散逸 ジ内皮細胞肥厚培生像 二接ス。外部幼若繊維層

精 く±曾厚ジー部内部二侵入ス。

第35日 肉芽竈上皮標細胞 ヲ圭1・ナシ時二中心二白
　

血球成分散逸アレドモー般二淡明ナ リ。少数巨態細胞

ヲ見ル。外部紡錘形細胞連繋 シテ綱状ヲナヌ。
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第35日 肉芽竈廣汎二亙 リ星芒状乃至紡錘形細胞 ノ

遊出著明。 一部上皮様細胞間繊維 二匠劃 セラレテ結

節状 ヲナス部 アリ。

第50日 大差ナキモ肉芽竈内粗豪繊維多シ。

第55日 上皮楼細胞,組 織球性細胞・・寧 ロ繊維間二

散在スルノ像 ヲ呈ス。血管散在ス。

第 二項 家 兎所 見

第5日 濃染白血球竈鏡利 二境セラvテ 存 シ赤血球

混在ス。周邊皮下組織稽 く粗題 トナ リ血管接盈セリ。

第10日 白血球竈内同質淡染小塊散在 シ外周ハ紡錘

形細胞 ノ遊出著明。張振大 ヲ以テ槍スルニ之・・網状 ヲ

ナシソノ間白血球淋巴球疎在 セリ。

第20日 白血球竈周邊幼若繊維多ク薄暦 ヲナシ淋巴

球遊出稽 く旺盛ナレドモ上皮様細胞少 シ。

第25日 大差ナシ。

第30日 白血球竈中心一帯二淡染ス。周邊繊維暦 ト

ノ間組織球性細胞,上 皮様細胞 ノ稽 く強 キ浸潤アレ

ドモー暦ヲ作ルニ至ラズ。稀二数個ノ巨態細胞アリ。

小形ナリ。

第40日 白血球竈縁部一帯 二同質壌死様外観 ヲ呈

ス。外周繊維層大イニ塘厚 シ殊二白血球竈 トノ境界部

ニハ繊細ナル繊維 ノ粗懸網状構造間 二多数/上 皮様

細胞ノ出現アリテー暦 ヲ作ル。

第50日 上皮様細胞竈擾大 ン屡 ζ白血球竈内部ニモ

散在ス。反之外層部・・紡錘形細胞多シ。血管毛細管散

在 シ往 々内皮細胞肥厚 シテ紡錘形 トナリ或・・上皮様

細胞状外観 ヲ呈ス。上皮様細胞禮内崩屡白血球 ヲ撮取

セルモノ少ナカラフご.

第 三項 「マウ ス」所 見

第4日 白血球竈内同質淡染小塊中心二位ヌ。海猿/

場合 ト大差ナシ。

第7日 白血球崩壌著 シク、周邊皮下組織所 々二血管

充盈ス。往 々小出血竈 アリ。

第10日 白血球團一部自潰ス。周擁ニノ・稠密ナル前

記混濡暦アリ。定型的上皮様細胞少 ク崩壊 白血球或 ハ

核屑片貧喰或ノ・散逸 シテ之 ヲ黙綴ス。一部ハ皮下筋層

二及 ブ。

第15日 前期 ト大差ナ シ。

第20日 白血球竈大 イニ縮小 シ或ハ集團状 ヲナサ

ズ。混清竈之二代 リテ大イニ培大 シ組織球性細胞紡錘

形細胞多数ナ リ。時ニー部二崩屡白血球 ノ粗ナル小集

籏竈 ヲ見ル。混濡竈内血管多倣ナリ。

第25日 混清層内紡錘形細胞多ク屡 く幼若繊維散在

シ時二外部 ニー層ヲナシテ輪走セルアリ。淋巴球比較

的多ク往 々「プラスマ」細胞 ヲ見ル。

第30日 混清竈内軍核細胞一般 二減少 シ繊維成分多

シ。自口、組織球性細胞上皮様細胞ハ疎在性二或 ハ小集

籏性ニアリテ淋巴球「プラヌマ」細胞黙綴ス。

第40日 結締織化強ク或ハ殆 ソド搬痕治癒 ノ状態ニ

アリ。膠様繊維東間疎二上記細胞成分 アル/ミ 。

第二節 所見概括

臭素睨脂菌膿 テ海瞑皮下 二注 入 セシ場合、先 駈

シテ旺盛 二之 二蝟集 スルモ ノハ中性多核 白血球

ニ シテ、少撒 ノ小圓形 細胞 ト相混 ジテ膿瘍様 二

集籏 シ、之 ヂ破壌、貧喰 ス。 ソノ所見 ノ・既 二注

入5日 後 二於 テ著 明 ナ リ。斯 クシテ集 籏 セル 多

核 白血球 ノ・完全 二之 ラ浦化 スル能 ノ・ズ シテ、漸

次 自 ラ壌滅 二赴 キ、第20日 二於 テ ソノ極 期 二達

セ リ。之 二次 ギテ出現 スルノ・、組織球 性細胞 、

紡錘形細胞、 上皮様 細胞 、亘態 細胞 等 ニ シテ、

上記 第20日 二於 テ既 二著明 二認 メ ラル。之等 ノ

細胞 ハ菌禮拉 二白血球残骸 ラ貧喰 シツツ清掃 二

努 ムルモ ノニ シテ、之 ノ・注射第35日 二至 レバ殆

ンド完 了 シ、而 シテ弦 二上皮様細 胞性結核檬 肉

芽組織 ヲ構成 セ リ.但 シ、此 ノ際小圓形細胞 ハ

極 メテ紗 ク、病竈 ノ・殆 ン ド上皮様細胞 ノ ミテ以

テ占 メ ラル。 亘態細胞 ノ・一般 二少数 ニ シテ、第

10日 二現 ハ レ、20日 目 二梢 ヒ多 ク、35日 以後

ノ、消滅 セ リ。 爾本肉芽組織 二於 テハ、細胞浸潤

ト殆 ン ド時 ヂ同 ジク シテ、血管、毛細管 内被 細

胞 ノ肥厚、或 ノ・檜 生起 リ、爾來 多撒 ノ血管新生

セ ラル。注 射後第25日 二至 レバ
、肉芽組織 ノ内

外 ヨリ漸次 結締織 化起 リ、此 ノ内 二遊 出 セル紡

錘 形乃至星芒 状細胞 ハ次 第 二分化 シテ幼若結締

織 繊維 テ形 成 シ、第40日 以後 二於 テノ・、肉芽 内

上皮様 細胞 間 ニハ粗 豪化 セル繊維 多撒 二出現 シ

テ、之 ラ医劃 セ リ.斯 クシテ途 ニハ雨者全 ク地
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テ代 ヘ テ、所謂癒痕性治癒 ノ組織像 ラ呈 スルニ

至 ル。菌禮 ハ最初 白血球 團内 ニア レ ドモ、漸次

ソ ノ崩壌期 二至 ルニ從 ヒテ、 上皮様 細胞 、組織

球性細胞膿 内二撮 取 セ ラ レテ肉芽組織 内二出現

シ、第50日(早 キノ・第40日)前 後 ニノ・全 ク影 テ

浸 セ リ。

家兎 二於 テモ、遊 出細胞 ノ種類,反 慮 ノ経過 ノ・

一般 二海狽 ノ揚合 ト本質 的 二 異 ラズ
。唯 此 ノ

揚 合、上皮様 細胞 、組 織球性細胞 ノ遊 出ノ・海狽

二比 シ
、概 シテ遅 延 シ、 白血球崩壊後 之 ガ掃 盈

二時 日ラ要 セ リ。第50日 ニ シテ 術後者 ハ所謂

上皮檬細胞性 肉芽層 内二散 在 ス。從 ッテ繊維化

二至 ル傾 向亦 遅 シ。海狽 ノ揚合 二比 シ亘態 細胞

ハ少数 二認 メタル ノ ミ(第30日)。 「マ ウス」二於

テハ反之、反慮 ノ終焔最 モ早 ク第40日 ニ シテ、

殆 ン ド繊 維化 テ終 レリ。術 反慮 ノ強度 モー般 二

弱 シ。但 シソ ノ本質 二於 テノ・「マ ウス」ト難 モ前

二者 ト全 ク同一 ナ リ。 上皮様 細胞 ノ形成 ハ概 シ

テ少 ク、 亘態細胞 テ見ズ。爾 「マ ウス」ノ揚合 肉

芽竈 中二淋 巴球、 「プラズマ」細胞 比較的多数 二

認 メ ラレ、海狽 ニハ斯 カル コ トナキ事實 ハ梢 ≧

注 目セラ レタ リ。然 レドモ 「マ ウス」ノ場合 ト錐

モ、 之 ラ生菌 ノ時 二比 ズ レバ遙 一及 バズ。「プラ

ズ マ」細胞 ハ正常時 二於 テモ 「マウス」ニノ・殊 二

多撒 存在 スルモ ノナル テ以 テ、之 ノミニ依 リ特

殊 ノ解稗 テ下 ス能 ハ ズ。

襲 二余 ノ・海猿 二於 テ、臭素脱脂非抗酸 性結核菌

ノ局所 二生 ズル反慮 ガ加熱死菌 ノ夫 二比 シ、輕

微 ナル事實 ラ述べ、之 ラ肉眼 的所 見 ヨリ結 論 ス

ル塵 ア リタ リ。今 之 ガ組織 學的検索 テ行 ノ・ンニ、

雨者 二基 ク組 織攣化 ノ、既 二縷述 セ シガ如 ク、本

質 的 ニハ相 等 シケ レドモ、 ソノ経過 二於 テ遅速

アル テ認 ム。 即加熱 死菌 ノ揚合、之 二蝟集 シ來

リタル中性 多核 白血球 ノ崩壌、浦失 ハ臭素脱脂

菌 ノ夫 二比 シテ遙 カニ遅延 シ、前者 ハ50日 以上

テ要 ス レ ドモ、後者 ノ・30日 前後 ラ以 テ足 レリ。

注 入セ シ菌禮 ガ 組織球、 白血 求 二基 ク消失 ハ

梢 ≧後者 二速 カニ シテ、結締織母 細胞 ノ遊 出、

之 ガ繊維化 二於 テハ比較 的顯 著 ナル相違 テ認 メ

ラル。家兎 「マウ ス」二就 テノ、海猿 二於 ケル程著

明 一ハ非 レドモ、依然 上述 ノ傾 向ノ・看取 セラレ

タ リ。帥之 ヨリセバ先 二余 ノ認 メタル事實 ハ又

組織 學的 ニモ之 ラ立謹 シ得 タ リ ト云 フ可 シ。之

ガ発疫學的意義如何 二關 シテノ・更 二後述 スル庭

アル可 シ(第2、4同 報 告参 照)。

第四章 人型結核菌 「アセ トン」「メタ ノール」抽 出菌膿残渣注入實駿

人型結核菌(F株)ヲ 「ソーbソ 」無蛋白培地二約2ケ

月大量培養 シタル後、之 ヲ硫酸乾燥器中ニテ充分乾燥

セシメ、然ル後該乾燥菌髄 ヲ約1ケ 月「アセトソ」ヲ以

テ充分二寝出 シテ「アセ トソ」可溶物質 ヲ除去ス。之ガ

m終vバ 更二該菌禮凌渣 ヲSoxhlet脂 肪 抽出器二移 シ、

無水「メチ'-7vア ル コー一・7v」ヲ以テ2日 間抽出 ヲ行フ。

斯 ク シテ得 タル 脱 脂 結 核 菌 盟 ヲ實 験 二供 セ リ。

即 チ此 ノ乾 燥 脱 脂 菌 盟 ヲ 生 理 的 食 盤水 ヲ以 テ 研 磨 乳

pm1・ シ、1cα10mgノ 比 ノ浮 游 液 トナ シ ソ ノ0,1c.c,及

0.3cc・ ヲ各5頭 ノ海6冥皮 下10ケ 所 宛 二注 射 セ リ(本 菌

ヲ以 下A・M菌 ト假 総 ス)。

第一節 實験所見(海狸)

(イ)1雇 注 射局所所 見

第5日 鋭利 二境 セラvタ ノレ濃染白血球竈周邊二比

較的多数 ノ上皮標細胞 ヲ混 ツ、長、短紡錘形細胞、類圓

形軍核細胞等 ヨリ成ル混橘層アリ。各細胞屡 く突起 ヲ

以テ連繋 シ微細網状 ヲナシ、ソノ網眼二崩壌白血球,

淋 巴球等認 メラル。時二倣個 ノ壁立性巨態細胞 アリ。

ソノ形態略 く圓形 ヲナシ核・・「クロマチ ソ」二富ミ小

形ニシテ10敷 個内外 ヲ算ス(5μ 切片)、環或ハ牛理状

ヲナスモノ多 シ。

第10日 白血球竈境界精 く不鮮明 トナ リ混濡層二移

行ス。前者ノ・往 々ソノ内部同質赤染小塊アリ。混瀟暦

廣 ク、上皮様細胞巨態細胞夏二出現強〃或 モノノ・全ク
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上皮様細胞 ヲ以テ構成セラル。往 々籔個ノ本細胞集合

シテ境界不鮮明 トナリ巨態細胞二彷彿タル像 アリ。本

竈外縁部 ノ・紡錘形細胞薄層状 二輪走 シー部 ・・内部 二

侵入ス。菌屍・・白血球竈二多ク、肉芽層 ノ之二近キ部

ノ大貧喰細胞二撮 プレ・タルモノ時二見 ラル。

第15日 混清層大イニ白血球竈二置換 シ幼若繊維縦

横二走行ス。巨態細胞多鍛ニ ンテラ氏型、異物型共ニ

アリ。胞髄内核屑片 ヲ容ルモノアリ。

第20日 混清竈内白血球成分二乏 シク淡明 トナ リ繊

維化著明。周邊皮下組織 トノ境界不鮮明ナリ。

(ロ)3雇 局 所所 見

第3日 禰蔓性或 ハ集團状二白血球竈アリ。周團皮下
6

組織浮腫状 ヲナ シ血管櫨盈 シ白血球竈二近 キ部二・・

ソノ周園画炎性細胞浸潤 ヲ見ル。往 々小出血竈アリ。

第5日 白血球崩壊 セルモノ多 クー部境界不鮮明ナ

リ。周邊上皮様細胞 ヲ混ゼル混清肉芽層アリ。(イ)卜

大差ナシ。

第10日 混濡竈内定型的上皮様細胞多ク外層部 ・・白

血球成分二乏 シ。多籔 ノ巨態細胞 ヲ見ル。5、6個 ノ核

ヨリ多キノ・轍十個 二至 リ胞燈圓或ノ・不正多角形 ヲナ

ス。屡 く血管新生像ア リ。染色弱キ(vanGieson氏

法 二淡赤染)繊 維散在 シ外層部 ハ比較的粗豪 ノモノ多

シ 。

第15日 大差ナキモ繊維増生精 く強度ナリ。

第20日 注目ス可 キハ 巨態細胞極 メテ 多キコbb

ス。ラ氏型或ノ・不規則振散性 二核配列 ヲナシ前者多

シ。肉芽中心部一般二血管少 ジ外層部 二多籔ナ リ。繊

維性不規則 二匠劃 セラレ往 々上皮様細胞性結核類似

像 ヲ呈ス。

第二節 「エー テノレ」脱脂菌注入所見(家 兎)

第二章記載 ノ方 法 二則 リ抽 出 テ行 フ途次、 「エ

ー テル」 テ以 テ充 分 二抽 出終 リタル脱脂菌 テ實

験 二供 ス。 本菌 ハ生理 的食盤水 テ以 テ研 磨1c.c.

10mg乳 剤 トシ0.3c.c・宛 テ注射 ス。

第5日 濃染鏡利 二境セノレ白血球竈ハ膠様繊維ノー

層二輪状二園マル。周邊皮下組織充血時二輕度 ノ圓形

細胞浸潤 アリ。

第10日 周邊繊維暦稽 く増厚 シ紡錘形乃至星芒状細

胞多数散在ス。血管内皮細胞 ノ肥厚セル アリ。

第20日 白血球竈一部 同質赤染竈二墜 ジ繊維層 トノ

境界部 二於テ上皮様細胞組織球性細胞 ノ寝潤強ク或

ハ内部ニモ侵入ス。一部上皮様細胞密二敷列 シ之 ノミ

ヨリ成ル小集團アリ。

第30日 混清竈外邊部二紡錘形細胞多鍛二出現 シー

部層状 ヲナス。白血球竈崩壊著シキモ尚明確二匠別サ

ル。鍛個/小 形巨態細胞混清竈内ニアリ。髄抗酸性ヲ

有 シ混清竈内貧喰細胞二見ラルコトア リ。

第40日 白血球竈廣汎 二汚稜同質壊死竈二攣 ジ核屑

片散在ス。混清層培厚 シ外周部ハ淡明ニシテ上皮様細

胞、紡錘形細胞ヨリ成 リ繊維性二匠劃サレテ大小不同

極メテ不規則ノ結節状集籏竈 アリ。繊維 ノ蛋育前期ヨ

リ強シ。巨態細胞多キモノ然 ラザルモノアリ。外周粗

豪繊維層稽 ζ厚 シ。

第三節 所見概括及考按

A-M菌 ラ健常海狸皮下 二接種 スルニ、之二蝟集

セシ中性多核 白血球ノ・小圓形細胞 テ少撒混 ジ第

5日 ニ シテ膿瘍様集團ラ作 リテ之テ貧喰 スレド

モ力及バズ シテ自ラ崩壊二赴キ第15乃 至20日

二至 レバ上皮様細胞紡錘形細胞等 ヨリ成ル肉芽

組織 二掃温置換 サル。後者ハ漸次繊維性二唾劃

セラレ往々恰モ結核結節二類似 ノ所見テ見ルコ

トアリ。3延 注射群A於 テノ・第20日 二於 テ寧

ロ爾肉芽壇生著明ナvド モ1醒 群ニテハ繊維化

遙 二進 メ リ。 亘態細胞 ハ前者 二特 二多撒 生 ゼ シ

ガ後 者 モ他 一比 ス レバ少 カ ラズ、第5日 二表ノ・

レ初 メ第15日(前 者 ノ・第20日)最 モ多 シ。 出現

部 ハ所 謂混清 肉芽層 テ圭 トナ ス。菌膿 ハ最初 白

血球 竈 内二存 シ之 二依 リ食喰 セラル モ後 主 トシ

テ上皮様細胞、組織球性 細胞 二囁 ラレテ肉芽竈

一見 ラレ
、繊維 化進 メル第20日 一ハ認 メ難 キ コ

ト多 シ。全経過 ラ通 ジ肉芽竈 内壊 死 ラ見 ズ。

「エー テル」脱脂人型結核 菌 テ家兎皮 下 二注 入 セ
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シ場合、該 反慮ハ本質 二於 テ、海狸 二於 ケル前

記A・M脱 脂菌 ノ夫 ト異 ル虎 ナケ レ ドモ、 ソノ

経過 ハ遙 二緩漫 一 シテ、注射44日 二至 ル モ、白 、

血球竈 未 グ充 分 二清掃 セ ラレズ。 亘態細胞 ノ・海

狽 ノA-M菌 ノ場合 二比 シ、 ソノ形成砂 シ。然

レ ドモ之 ラ加熱死菌臭 素睨脂菌(家 兎)ノ 揚合 二

比 ス レバ優 レリ。周邊 肉芽竈 ニハ多数 ノ上皮様

細胞 テ認 メ、不規則 ナ レ ドモ、大、小 ノ集籏竈

テ形成 シ、結 節状 テナ ス。 「エー テル」脱脂菌 ハ

40日 二於 テハ 貧喰細胞 内 二存 スルモ ノ稀 ナ リ。

ソ ノ形状 退癒穎 粒歌 ノモ ノテ認 ムル コ トア レ ド

モ、抗 酸性 テ有 ス。

家 兎 ノ場 合、何故 二反慮遅延 セ シヤ。脱 脂法 ノ

相 異 二基 クヤ或 ハ菌 量 ノ差 二依 ルヤテ考 フル

ー、 「エー テル」脱脂菌 ハ第二 章 ノ表 ヨリ明 カナ

ル如 ク、術蝋脂質、 「アセ トン」可溶 脂肪 ヲ含有

シ、反 之A-M菌 ハ後 者 テ訣 ク。 因 ヨ リ此 ノ差

ハ決 シテ完全 ナル モノーハ非 レ ドモ、少 ク トモ、

ソ ノ含有 ノ多寡 ハ之 ヨリ推察 シ得可 シ。從 ツテ

「エー テル」脱脂菌 ノ吸牧 ガA-M菌 ノ夫 二比 シ

困難 ナ リ ト見倣 シ得可 久 一方 二於 テ・・齊 シク

A-M菌 ニ ヨ リテ、ソノ菌量 ノ差 ト反慮終焔 ノ選

速 トニー定 ノ卒行性 アルテ認 メタ レバ、此 ノ際

反慮 ノ遅延ハ上記二者 二基 ク物理的影響二依ル

コ ト大ナルラ推測 ゼシム。Sabin等 二依 レバ「ア

セ トン」可溶脂肪ハ殊 二多撒 ノ各種脂肪酸 テ含

有 スル爲、 ソノ反慮ハ結核様組織 ノ登生以外各

種複雑 ナル炎症性檜殖反慮 テ件 フ ト云ハルレド

モ、余 ノ上記實験 二於テハソノ存否二關係ナ久

常 二反慮 ノ本質ハ同一 ナリ。之ハ又上記組織攣

化 ノ遅速 ノ差異 ガ、化學的刺戟 二依ルニ非ルー

謹査 タリ得可 シ。此 ノ際亘態細胞 ノ登現、多寡

二關 シテハ、上述 ノ設明 ト相反 スルガ如キ所見

テ得 タレドモ、斯ハ後述 スル如 ク亘態細胞 タル

モ ノハ元來組織 ノ退齊的産物 二過 ギザルテ以
リ

テ、寧 ロ當然 ナル可 ク然 カク問題 トスル ニ當 ラ

ズ、 且之 ハ 各實験 ヨリ シテ脱脂法 ト決 シテー一定

ノ關係 ナキテ認 メタ レバ、却 テ此 ノ事實 ハ之等

ノ組織 反慮 ガSabinソ ノ他、一部學 者 ノ唱 フル

如 キ特殊性 ト何 ラノ交渉 ナキ理由 ノー トモナ リ

得 可 シ。之 二關 シテハ更 二後章 二詳述 ス。

「エー テル」脱脂菌 ト加熱 死菌 トテ比 スル ニ(家

兎)後 者 ハ更 二反慮経過 遅延 シ、ソノ終熔 二梢 丸

長時 日ラ要 ヒリ。斯 ハ襲 二余 ガ肉眼的 二認 メ タ

ル腿 トー致 ス(第4同 報告参照)。

第五章 人型、烏型各結核菌及 「チモテー」菌 「アルコール」「エーテル」

「クロロホルム」抽出残渣各注入實験

第 二 章 既述 ノ方 法 一 依 ル 各脱 脂 菌 ヲ滅 菌 生 理 的 食 盤

水 ニ テ1c・c.10mg/4-・ ・等 乳 齊11bシ0.5cα 宛 夫 々健 康

海 狸 皮 下 二 注 射 ス 。本 菌 ・・爾 抗 酸 性 ヲ保 有 セル モ ノ多

ク桿 状 、不 正 桿 状 或 ハ穎 粒 状 等 種 々 ア リ。 人 型 菌 ノ本

脱 脂 菌 ヲH・A.E.C.鳥 型 菌 ノ夫 ヲTbAE.C.「 チ

モ テ ー」菌 ノ夫 ヲTh・A.E.Cト 假 構 ス 可 シ。

第 一 節H'A.E.C.注 入 所 見

第5日 皮下結締織二・・中性多核白血球集籏 シテ類

圓形濃染集團 ヲ形成ス。ソノ間ノ結締織繊維・・壌死状

同質性 トナリ正常構造 ヲ認メズ。本竈 ノ外側ハ幼若繊

維 ノ薄 キー暦 ヲ圃擁 シ紡錘形細胞多数二存 シ綱状 ヲ

ナス。血管 ノ披充著 ジク往 々赤血球逸出アリ。

第13日 白血球大集籏竈周擁ニノ・混清暦出現 シ上皮

様細胞多〃稀二巨態細胞 ヲ見ル。 ソノ間粗、繊雨膠様

繊維散在シ殊二外部ハ是等重畳セルー暦アリ。

第20日 大差ナシ。

第25日 白血球竈周邊崩壊二昭ルモノ多ン。繊維層

問崩壌白血球乃至核屑片稽 く稠密二混在ス。

第40日 白血球蓋ク崩壊 シ且 ツソノ問上皮様細胞組

織球性細胞侵入混在ス。混濡暦厚ク上皮様細胞 ノ寝潤

旺盛ニジテ或ノ・全 ク之 ノミヨリ成ル淡明竈アリ。繊細

ナル繊維網状二走行ジ、本竈 ノ外部ハ夏二長、短紡錘

形細胞 ヲ圭成分 トナス納 く厚 キ淡明ナルー厨二移行
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ス 。 血 管 各 層 二散 見 ス。注 目ス 可 キ ・・多 数 ノ巨 態 細胞

アル コ トニ ンテ ソ ノ核 上 皮様 細 胞 ト略 く同大1ク ロ マ

チ ソ」二乏 シク、 或 ハ稽 く小 サ ク之 二 富 ム。 ラ氏 型排

列 ヲナス モ ノ多 シ。墨 ク混 清 竈 乃 至 上 皮様 細 胞 竈 二存

シ紡 錘 形 細 胞 層 ヨ リ外 部 二 ・・認 メ難 シ。

第50日 上皮様細胞竈・・全ク白血球成分 ヲ鉄除 シソ

ノ問繊維性 ノ粗霧網様構造 二依 リ不規則 二匝劃セラ

レ恰モ上皮様細胞性結核 二類スルモノアリ。淋巴球一

般二僅数ナ リ。之 ヲ園ム紡錘形細胞暦殆ソド消失 ン幼

若繊維層厚 ク之二代ル。血管内皮細胞 ノ肥原像アリ。

第 二節Th-A.E.C.所 見

第3日 濃染鏡利 二境 セラ1ノタル 白血球竈問同質無

構造小塊島喚状二散在ス。原繊維ノ構造ヲ見ズ。直接

周邊繊維モ染色不良、噺裂セルモノアリ。

第5日 前期 ト大差 ナキモ 白血球竈周邊退行墜性強

ク、淡染 シ之 ヲ続 リテ薄キ繊維暦アリ。血管充盈セル

モノ多 シ。

第10日 白血球竈外側、繊維暦内紡錘形細胞遊出強

クソノ間組織球性細胞、 多核白血球疎在ス。

第15日 紡錘形細胞屠 ノ中外側二白血球乏 シク上皮

様細胞圭 トシテ浸潤 セル部 アリ。

第20日 白血球周園暦二上皮様細胞極メテ多数出現

シ且前者バー般二培厚ヌ。往 々白血球 二乏 シキ淡明ナ

ル上皮様細胞竈 ヲ形成 シ或 ノ・寧ロ混清層ノ像 ヲ呈ス

ルモ ノアリ。幼若繊維散在 シ叉外部 二薄キー層 ヲ作

ノ1/o

第25日 無構造ノ同質壌死ヲ饒ル混テ肴層ニノ・組織球

性細胞、上皮様細胞 ヲ圭 トシ淋巴球、崩壌白血球疎ニ

アル ノミ。殊二之・・内部二至ル程著明ニシテ外部・・紡

錘彩細胞浸潤旺盛ナリ。此 ノ外幼若繊維層塙厚シ微網

状 ヲナス。上述細胞間二多数 ノ巨態細胞 アリ。

策30日 多核白血球殆ソド影 ヲ没 シ淡明肉芽層之二

代 リ上皮様細胞美麗 二敷列 セル問極メテ疎二崩屡白

血球淋巴球 ヲ見ル。血管毛細管各所二散在 シ時二胞燈

肥厚シテ上皮様細胞状 ヲ呈スル内皮細胞 ヲ認 ム。巨態

細胞著 シク多鍛アリテ殆 ソドラ氏型核配列 ヲ示 ス。周

邊膠様繊維層増厚 シー部ハ 内部 二侵入 シテ大小不規

則二肉芽竃 ヲ匠劃ヌレドモ、該鱗 佐・・粗豪或ハ束状 ヲ

呈セザルモノ多ジ。

第 三 節Tb-A.E.C.注 入 所 見

第5日 白血球竈外部粗懸網状 ヲナ ス紡錘形細胞 ノ

連繋セルー層アリテ充血苦明。ソノ他第二節所見 ト大

差ナシ。

第8日 白血球竈中央都無構造 ニシテ 「エオジソ」二

染マリ核屑1片1在 ス。周邊 二上皮様細胞散見ス。

第10日 白血球竈 ヲ続 リ既述混清竈出現ス。外部 ハ

ー般二白血球成分二乏 シク上皮様細胞 ヲ圭 トシ夏二

紡錘形細胞層 二移行ス。後者稚 く培厚セリ。

第15日 混活暦多数 ノ血管 ヲ認メ淋巴球稽 く多シ。

倫少鍛乍ラ巨態細胞 ヲ見ル。白血球竈ハ周邊各所 二於

テ混清暦二置換 セラレ且往々無構造 ノ赤染小塊散見

サル。

第20日 混活竈廣汎二亙 リ上皮様細胞一面二敷列セ

リ。多数 ノ巨態細胞出現シ、稀 二胞艘内崩壌白血球ヲ

容ル。本竈外部 ヲ園続 セル幼若繊維暦内紡錘形細胞多

数存 シ繊維 ノー部・・内部肉芽竈 ヲf〈規則 二嘔劃セル

モノト連績ス。

第25日 白血球竈 ノノく部分ノ・淡染無構造 トナリ混清

竈内白血球成分二乏 シ。各所 二粗繊雨繊維束状或ハ散

逸性二粗密網状 ヲナ シ往々上皮様細胞性結核結節二

髪髭セル所見ヲ呈ス。淋巴球ゾ・但 シー般二少 ク且該結

節 ノ形状不規則ナリ。巨態細胞・・前期同様多数アリテ

類圓形稀二多角形 ノ胞盟 ヲ有ス。

第30日 大差ナシ。

第40日 肉芽竈・・上皮様細胞巨態細胞 ヲ圭 トシソ ノ

間成熟粗豪繊維太キ束状 ヲナシ縦横二走行ヌ。血管此

ノ部 二概 シテ少 ク外側紡錘形細胞暦二多シ。此 ノ外繊

維暦増厚 シ從ツテ肉芽竈バー般二縮小セリ。

第四節 所見概括及考按

fチ モ テー」菌 「アル コール」「エー テル」「クロロ

ホルム」抽 出残渣 ラ健康 海狽 皮 下 二注 入セル場

合、先駆 シテ之 二蝟集 シ來 ルモ ノハ圭 トシテ中

性 多核 白血球、及僅数 ノ小圓形細胞 ニ シテ、第



462 森=非 抗酸性結核菌蚊二結核菌饅成分二依ル免疫 ト組織攣化ノ研究 【第16巻

3日 ニノ、既 二稠 密 ナル濃染集籏竈 テ形成 ス。 第

5日 一ハ ソ ノ中崩壌 二陥 ル モ ノ砂 カズ、爾來

盆 々攣性進 ミテ、第20日 一ノ・該集團 ノ周縁 ノ・淡

染 壌死檬量 テ呈 ス。 之 ヨリ先 白血球 團 ノ外部 二

於 テ園続状 二出現 セ シ幼若結締織繊維層 ニノ・、

本期(第20日)二 及 ビテ、上皮様 細胞、組織球性

細胞遊 出 シ來 リ、前 記崩壌 白血球或 ノ・残 存 セル

菌膣残渣 テ食儘 ス可 ク漸次 内部 白血球 團中 二浸

入 ス。斯 ク シテ崩壌 、掃 温 ノ雨機構 相件 ヒテ起

ル中 二、逡 二白血球 ノ・全 ク集 團 テ作 ル ニ至 ラズ。

更 二進 ンデハ病竈 ヨ リ影 テ浸 シテ、之 二代 リテ

肉芽様竈 テ以 テ置換 セラルニ至 ル(第30日)。 該

肉芽様竈 ハ殆 ン ド純 檸 二上皮様細胞及 多撒 ノ亘

態細胞 バ ヨ リ成 ル モ ノー シテ、 ソ ノ間極 メテ

稀 二小圓形細胞 ラ散 在 シ、外 観甚 ダ淡明 ナ リ。

加之、厘熱 幼若膠様繊維 テ以 テ大、小 ノ塵劃 二

分 タル ・爲、 ソノ所 見 ハ全 ク上皮様細胞性結核

結節 二髪髭 タル モ ノアルテ認 ム。但 シ此 ノ際該

組織 内ニノ・各所 二小血管、毛細管 ノ散在 ア リ、

抽 出菌艦 ハ大 多撒 非抗 酸性 トナ リテ、 且穎粒状

ラ呈 スル モ ノ多 ク、第20日 前 後迄 ハ尚 中性 多核

白血球 間 二散在 セ シモ ノヲ認 メ タ レドモ、之 ヨ

リ以後 ハ上皮様 細胞 、組織球 性細胞等 二囁取 セ

ラ レタル モノ多 シ。 第30日 二於 テモ 往 々ソノ

貧喰細胞 テ散 見 セ リ。

亘態細胞 ノ・第25日 ニ シテ出現 シ、第30日 二於

テ著 シク多撒 トナル。且一A.E.C.二 於 テハ15

日二少撒認 メ40日 二甚 ダ多 シ。

木脱脂菌 ラ人型、鳥型 各結 核菌 ノ夫 ト比較 スル

ー、鳥型菌 ノ場 合 トノ・ソノ組 織反慮 ノ経過殆 ン

ド同一 ニ シテ、反癒 ノ張 度、終焔期 、亘態細胞

出現度等、略 ≧軌 テー ニセ リ。人 型菌 ノ場合 ニ

ノ・(H-A.E.C.)雨 者 二比 シテ、経過梢 ≧遅延

シ、後 者ノ・大略40日 前後 二於 テ、白血球 成分 ノ

掃 澱終 リ、上皮様細胞、組織球 性細胞 等 ヨリ成

リソノ間亘態細胞 ノ混在 セル肉芽竈 ノ廣 汎 ナル

出現 テ見 レ ドモ、前者 ノ・50日 乃至之以後 ラ要 セ

リ。然 レ ドモ ソノ本質 二於 テハ三者 ノ間何 ラ異

ラズ。亘態 細胞 ノ出現度 ハH-A.E.C.モ 亦 他

二者 ト同程 度 二強 ク、 ラ氏型 多 キモ異物型亦往

々認 メラル。 術何 レニ於 テモ、肉芽 内乾酪化 テ

認 メズ。'

翻 ツテ考フルニ 「チモテー」菌 ノ病原性二關 シテハ賛

否相牛スル ノ現況 一アリテ、(2)Alexaノ ・海狸、家兎

二、30-100彪 ノ大量ヲ静脈注射 シ、肺臓二上皮様細

胞、巨態細胞及多核白血球 ヨリ成 リ繊維性被膜ヲ以テ

園糀セラレタル結節 ノ登現ヲ認メタ レドモ、決 シテ之

ガ乾酪化二昭ルコ トナク、屡 く認 ムル中心壌死竈ノ・全

ク化膿 二基クモノナルヲ記シ、家兎二於テノ・上記反慮

ノ出現甚ダ不定ナリキ。反之、(30)Jaff6ノ・「マウス」腹

腔内接種二依 リ肺臓二乾酪性肺炎、肝臓二乾酪化セル

定型的結核様結節 ヲ認メソノ他 【54)M611er,(63)Petri等

共 ノ病原性ヲ記載ス。

㈹小辰氏ハ海狸氣管内二注入 シテ、中性多核白血球 ノ

遊出後、淋巴球、組織球性細胞之二代 リテ出現スレド

モ結節形成ヲ認 メズ、(25)久持氏 ハ家兎静脈内注入後

肺臓 二於テ略 く類似 ノ所見 ヲ得タ リ。(26)貰瀬氏・・各種

非病原性抗酸性菌 ヲ温、冷血動物皮下、睾丸二接種

シ、之二擦t!バ 、初期ニハ多核 白血球ノ群籏 シテ膿瘍

形成 アリ、小圓形細胞、「マ,スト」細胞、特殊細胞等ノ

寝潤之 二件ヒ、時二壌死、硝子様攣性或・・結締織培

殖、ラ氏型巨態細胞等 ヲ認 ムレドモ、「チモテー」菌二

於テハ最モ病墾輕度 トセラル。氏ハ此 ノ際特殊細胞ノ

獲現二專 ラ注目セシ所ナレドモ、斯ハ唯組織球二他ナ

ラズ、而モ上述 ノ攣化ハ輕重 ノ差 アレ、該抗酸性死菌

或ノ・叉墨汁 二依 リテモ生ズル ヲ認 メテ斯・・異物反慮

トシテ組織球 ノ遊出 アリシニ過 ギズトナセリ。圃占

部氏モ略 く同様 ノ實験二依 リ(「ラッテ」)殆ソド同一ノ

所論 ヲ述 べ、而 シテ氏ノ・特殊細胞ハ癩細胞 ト同一ナレ

ドモ、之ガ鼠癩菌、或 ハ強毒結核菌 ト異 リ、周園ヘノ

侵入傾向ナク散在性二存スル ニ過 ギズ、而モ壌死二昭

ル コトナシト云ヘリ。「チモテー」菌二於テ特殊細胞

(組織球)ノ 蛋現極メテ微弱ナルノ・雨者軌 ヲー・ニヌ。

㈹Longa.Vorwald(1932)モ 「チモテー-J、「スメグマ」

菌 ノ造結核病墾性(海 狸、睾丸)ノ・無覗 シ得可キ程輕度

ナノレヲ認メ、即チ結核菌(人 、牛、鳥型)接 種時 ト比

スノv二、雨者ノ・初期ニハ多核白血球(2日 目)、大軍核

細胞(3日 以後)ノ 蛋現アvド モ、前者・・以後該浸出細

胞清失 ノー路 ヲ辿ルニ反 シ、後者・・大翠核細胞(「モノ

チーテソ」ヲ主 トス)ヨ リ上皮様細胞 トナリ、乾酪化二

至ル ト云フ。斯クノ如 ク、 「チモテー」菌 ノ場合ニハ
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Sabinノ 所 謂 「モ ノチ ー テ ソ」ヨ リ轄 化 スル 上 皮様 細 胞

ノ壁 現 ナ キ理 由 二關 ジ、彼 等 ハ之 ヲ結 核 菌、 燐脂 質 ノ

存 否 ヲ以 テ訊 明 セ ソ ト シ、「チ モ テ ー」菌 ニ ハ斯 カル 上

皮標 細 胞 形 成性 刺 戟 物 質 ヲ鉄 如 セ ル カ、或 ハ 直 チ ニ破

壊 、貧 喰 セ ラ レテ、 菌 塘 殖 不 充 分 ナル 爲 、 ソ ノ量 少 キ

カニ依 ル トシ、 反 之 、結 核 菌 ノ場 合 ニ ハ、 菌 培殖 旺 盛

ニ シテ 從 ッ テ、破 屡 ニ ゴ リ遊 離 セ ラル 可 キ燐 脂 質 亦大

量 ナ ル ニ基 ク ト解 セ リ。 然 レ ドモ氏 等 ノ論 慷 トナ ス

「チモ テ ー 燐脂 質 ノ▽73)Sabin等 自勇 二依 リ既 ニ ソ ノ

上 皮様 細 胞 形成 能 ノ ミナ ラ ズ特 異 結 核様 組織 ヲ 作 ル

トセ ラ し・、而 モ 之 ハ他 ノ結 核 菌 ノ夫 二比 シ乾 酪 化 形 成

能 モ大 ナ リ ト云 ・・レタ レバ、最 早 ソ ノ説 明 ノ當 ラザル

ヤ 自 ラ明 白 ニ ジ テ、 畢 寛 氏 等 ノ認 メ グ ル事 實 ・・唯 「チ

モ テー」 菌 ノ病 原 性 鉄 如 ヲ 以 テ 解 ス 可 キ モ ノナ ル 可

シ。

要之、現今 「チモテー」菌 二封 シテ ソノ病原性(造

結核様病憂 性)ノ 、極 メテ輕微 ナル モ ノ ト解 シテ

可 ナルガ如 ク、假 令之 アリ トスル モ、斯 ノ・結核

菌 二比 シ到底 同 日 ノ談 二非 ズ、就 中乾酪 化二封

シテハ之 ラ否定 シテ大過 ナキガ如 シ。

齢 ツテ余 ノ所 見 テ省 ル ニ、斯 ハ何 レモ、脱 脂死

菌 ラ以 テセ シモ ノナ レバ、 素 ヨリ上述生 菌 ノ場

合 ト聯 力趣 ラ異 ニス レ ドモ、若 シ脱脂菌 ニ シテ、

省 毒性 テ有 スルナ ラバ、 各菌 種間憂化 二少 ク ト

モ顯著 ナル相違 アル可 キ理 ナ リ。 然 ルニ,是 等

脱脂菌 二依 ル組織 攣化ノ・強度 二於 テ殆 ン ド撰 ブ

塵 ナ ク「チモテー」脆脂 菌 ト難 モ、 結核菌 ノ夫 ト

何 ラ異 ラズ、本質 二於 テノ・凡 テ軌 テー ニ セリ。

斯 ノ如 キノ・該病攣 ガ決 シテ菌艦 内特 殊 毒素 二由

來 スル ニ非 ル 所以 テ明確 二現 示 スル モ ノニ シ

テ、此 ノ際 毒素 ガ本抽 出 二依 リテ除 カ レタルヤ

否 ヤノ、暫 ク措 キ、紗 ク トモ、本腕脂菌 二依 ル反

磨 ガ之 ラ異物反慮 ト解 シテ毫 モ妨 ゲ無 キ所以 ハ

敢 テ多 言 テ要 セザル塵 ト信 ズ。.

第六章 人型結核菌膿蛋白注入實験

人 型 結 核 菌 ノ「アル コー ル 」、「エ ー テル 」、「〃 ロ ロホル

ム」抽 出 残 渣 ヲ充 分 二乾 燥 セ シメタ ル 後 ソノ5.5瓦 ヲ

得 タル ヲ以 テ更 二之 ヲWoolridge氏 法 二從 ヒテ塵 理

セ リ。得 タル 物 質 ヲ菌 髄 蛋 白 ト稽 ス。此 ノ乾 燥 菌 膿 蛋

白 ヲ生 理 的 食璽 水 ヲ加 ヘ ソ ・充 分 二研 磨 ンテ 、亭 等 ナ

ル 乳 剤 トナ シ(1c.c.20mg)、 ソ ノ0.5cα 宛 ヲ皮 下 接 種

セ リ。 供 試 海 狸 ・・5頭 、 各 頭 二皮 下8ケ 所 宛 、家 兎 ・・

3頭 、各 頭 皮 下10ケ 所 宛 注 射 ス。

第一節 實験所見

第一項 海猿 所見

第5日 白血球竈類圓形濃染 シテ鏡利 二境サレ所 々

二壌死状淡染構造塊ヲ見ル。周邊皮下結締織繊維一般

二浮腫状ヲナシ直接部ハ染色稽 ζ不良。組織球、紡錘

形細胞多販遊出シ微網状 ヲナ シー部二上皮様細胞 ヲ

見ル。一般二充血著明且屡 く小出血竈ヲ作ル。

第10日 白血球竈外部既述混清層稽へ 厚ク園続シ中

等数ノ巨態細胞 アリ。外部・・繊細ナル膠様繊維ノ薄暦

輪走スレドモ雨暦 ノ境界明確ナラズ。此ノ部 二紡錘形

細胞多 シ。

第15日 混清暦二・・崩壊、 白血球淋巴球多〃血管振

充毛 リ。屡 く内皮細胞 ノ培生肥厚像二接ス。

第20日 大差ナジ。

第25日 多核白血球ハ黙状核屑片二迄崩壌セルモノ

少 力ラズ。周邊混橘竈ノ・廣汎ニシテ往 々赤血球 ノ不規

則集結竈 アリ。外部 二小範園ナレドモ上皮檬細胞 ト巨

態細胞 トノミヨリ成ル淡明竈アリ。巨態細胞・・一般二

著 シク多数散在シ「ラ」氏型 ノ外中心性乃至披散性核

配列 ヲ示スモノ少 カラズ。血管一一般二多 シ。木竈 ノ外

音Kノ、繊糸佳暦二移そテス。

第30日 大差ナシ。

第40日 肉芽竈内巨態細胞ノ出現著 シワー部・・全 ク

巨態細胞性集籏竈ヲ形成ス。上皮様細胞亦旺盛ナル遊

出ヲ來シー部 ハ全 ク本細胞性結節状 ヲナヌアリ。往 々

崩壌白血球 ヲ振取ス。外部繊維暦 トノ境界部ニノ・紡錘

形乃至星芒状細胞多数アリ。肉芽竃ノ・繊維性二不規則

二匠劃セラル
。屡1太 キ束状繊維 ヲ混 ジ錯綜 セリ。

第二項 家 兎所 見

第5日 海猿 ノ場合 ト大差ナク、白血球竈外部幼若繊

維層ニー部上皮様細胞稽 く多数遊出部 アリ。或 ・・混清
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竃 ノ所見 ヲ呈スルモ ノアリ。

第10日 白血球崩壌、核濃縮等二昭ルモノ多 シ。周

邊紡錘形細胞 ノ遊出著明、一部網状ヲナス。充血稽 く

大ナ リ。

第15日 混清層廣 ク、稀 二巨態細胞 ヲ見ル。Van

Gieson二 淡 赤染Mallory染 色 二青染 セル幼若繊維

稽 く稠密二走行ヌ。

第20日 混清層二特二上皮様細胞 ノ浸潤強ク核屑片

或・・崩壌 白血球 ヲ貧喰セルモノ少 カラズ。漸次外周部

二至 し・バ白血球成分大 イニ減少シテ上皮様細胞圭 ト

ナリ疎 二小圓形細胞鮎在セルー暦 アリ。ソノ外部・・紡

錘形細胞殊 二多数遊出セル幼若繊維層雨者境界明確

ナラズ。

第25日 混清竈内時二小圓形細胞 ノ稽 く多数ナル部

アリ。本竈内中等数 ノ巨態細胞出現ヌ。血管ノ・寧 口外

周幼若繊維層二多 シ。

第35日 白血球竈一般 二「クロマチソ」二乏 シク各所

二島嘆状二淡染同質竈ヲ認ム。時二集團 ヲ作 ラズ境界

不鮮明ノモノアリ。凡テ崩壊 白血球 トヌ。上皮様細胞

之二代 リテ廣汎二浸潤稠密二敷列 シソノ問繊細ナル

繊維粗大網状二走行 シテ大小不規則 ノ匠劃 ヲナス。強

振大ヲ以テ楡 スルニ上皮様細胞間疎 二核屑片或ハ白

血球 ヲ認ム。巨態細胞前期 ト同程度二見 ラル。

第45日 上皮標細胞竈内粗豪繊維多数二浸潤 シ束状

ヲナヌモノ多クソノ間長、短紡錘形細胞 ノ出現著 シ。

往 々毛細管内皮細胞 ノ肥厚シテ紡錘形 ヲナスヲ見ル。

周邊繊維暦塘厚セ リ。

第二節 所見概括

人型結核菌膿蛋白テ健常海狸皮下二注入セル場

合既二第5日 ニシテ之ヲ続 リテ中性多核白血球

ノ集團形成 サレ、周邊一帯皮下組織ノ・浮腫状充

血性傾向大 ナリ。臆 テ本白血球ノ・各所 二於 テ崩

壊 二陥 リ核濃染、萎縮或ハ噺裂 シ第20日 前後

迄ノ、梢 丸健態 ナルモノ ト雑然 トシ テ混清スレ

ドモ逡 二集團 テ作ル コトナク第35日 前後 ニノ・

病竈 ヨリ殆 ド影 ラ浸 ス。斯 ノ如 キ白血球残骸或

ノ・爾遺存 セル菌艦蛋白ノ吸牧掃温期 廷ルノ概 二

第10日 頃二於テ白血球竈 ノ外側 二出現 セシ所

謂結核様肉芽組織 ニシテ組織球性細胞、上皮様

細胞、小圓形細胞等相混精 シ或 ノ・屡 ≧亘態細胞

テ包藏 セリ.本 組織ノ・爾來籏大 スル ト共 二、内

二存セ シ白血球成分減少 シ(第20日 前後)終 二

全 ク上皮様細胞 卜亘態細胞 ヲ主 トナスニ至 リ

(第30日 乃至40日)、 之 ヨリ先肉芽組織内外二

登生セシ粗、繊雨繊維 二大小不規則ナル塵劃テ

受 ケテ恰モ上皮様細胞性或ノ・亘態細胞性結核二

髪錆 タル所見 テ呈スルコ トアリ。但 シ此 ノ際血

管新生旺盛ナリ。斯 クシテ肉芽組織ハ新生繊維

ノ爲細分又細分セラレ、周擁 ヨリ包園歌 ノ侵蝕

ト相挨ツ テ終 二全 ク繊維化 二 至ルモ ノナル可

シ。亘態細胞ノ・第10日 二現ノ・レ或ノ・40日所見

二於 テ著 シク多撒見 ラル。 ラ氏型 ノ外異物型モ

紗 カラズ。常 二肉芽組織内二限局 セリ。全経過

テ通 ジ所謂肉芽竈 内壌死竈 テ見ズ。

家兎二於 テノ・時期的ニモ略 ≧相似 タリ。唯亘態

細胞 ノ出現輕微ナ リキ。然 レドモ加熱死菌 ソノ

他 ノ脆脂菌 ノ場合二比 スレバ遙二多 シ。

第七章 墨汁注入實験 ●

極 微 粒 子 ヲ有 ス ルGrUbler製Pelikan墨 汁 ヲ生 理 的

食 盤 水 ヲ以 テ2倍 二稀 繹 ン、100度(撮 氏)1時 間滅 菌

後0.5cc.宛 皮 下 二 注 射 セ リ。供 試 海 狸 ・・5頭 ニ シ テ各

頭10ケ 所 宛 注 射 ヲ行 ヘ リ。 家 兎 ・・皮 下15ク 所 宛 「マ

ウス 」ハ各 頭2ケ 所 宛 注 射 ス。

第一節 實験所見

第一項 海猿所見

第1日 注射部皮下組織ニハ墨汁禰蔓性二披散ン、ソ

ノ間及周擁二充血或・・赤血球盗出混在ス。稚 く多数二

多核白血球 ノ浸潤 アリテー部小集籏ヌ。
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第2日 墨汁周邊二多核白血球 ノ外二中等倣 ノ類楕

圓形大形 ノ疎明核 ヲ有スル組織球性細胞 ノ出現アリ。

小圓形細胞疎在ス.一 部 二出血竈 アリ。

第5日 墨汁 二直接部 ノミニ圭 トシテ白血球集族 シ

組織球性細胞或 ノ・上皮様細胞少数 二混在ス。充血著

明。

第10日 白血球 ノ外淋巴性小圓形細胞 ノ遊出特二著

明ノモノアリ。

第20日 墨汁滴状各所二散在 シ或ノ・一層 ヲナス。組

織球性細胞上皮様細胞此 ノ問白血球 二混 ジテ黙綴ス

レドモー般二僅数ナリ。胞盟墨汁 ヲ有スル モノアリ。

第25日 大差ナキモ周邊二紡錘形細胞ノ散在ヲ見ル。

第35日 大差ナシ。

第40日 、50日 墨汁小滴状二散在ス。組織球性細胞

上皮様細胞 ソノ附近二散在 シ集團 ヲ作ラズ。

第二項 家 兎所 見

第5日 墨汁近傍 ノ皮下繊維梢 く粗懸浮腫状 ヲ呈シ

充血著明。多核白血球散在ス。

第10日 大差ナシ。血管内皮細胞肥厚 シテ胞罷墨汁

ヲ容ルモノアリ。

第15日 墨汁一暦 ヲナシ周邊白血球稽 く多数蝟集セ

リ。

第20日 大差ナキモ僅数 ノ組織球性細胞加・・ル。

第30日 、40日 墨汁小滴状ヲナシ前記細胞疎在ヌ。

時二紡錘形細胞稽 く多敷二認メラル。

第50日 墨汁依然黒劉犬乃至滴状二散在ス。上皮様細

胞 ヲ散見シ前記細胞間混在ス。集籏 セズ。

第 三項 「マ ウス」所 見

第3日 墨汁皮下筋暦 ト結締織層 トノ問横ニー層 ヲ

ナシテ浸潤 シ輕度 二多核白血球、小圓形細胞蝟集セ

リ。

第5日 大差ナシ。周邊充血著明。

第10日 同上。反鷹弱 シ。

第20日 墨汁小黙状各所 ニアリテ周邊二精 ζ厚キ浸

潤竈 ヲ饒ラス。組織球性細胞、上皮様細胞、紡錘状細

胞等相混在 シ、「〃ロマチソ」二富ム、小圓形細胞中等

数二之二加ハノレ。組織球性細胞・・墨汁間ニモ散在 シ之

ヲ貧喰セルモノ少 カラズ。是等ノ細胞間幼若繊維走行

スo

第25日 大差ナシ。周邊血管内皮細胞髄 ノ肥厚像二

接ス。

第35日 細胞成分減少スルモ墨汁尚小黒駐状二散在ス。

第45日 墨汁一般 二減少ス。周邊輕度 ノ小圓形細胞

浸潤アルモノ前記細胞群輕度二浸潤セルモノ等アリ。

但 シー般二輕度二囑ス。

第二節 所見概括及考按

健常海瞑皮下 二墨汁 ラ注 入 セル場合、 局所 二生

ズル組織 反慮 ノ・先 ヅ之 二向 ヒテ中性多核 白血球

ノ集籏 蝟集 シ來 ル ニ初 マ リ、 同時 二附近 一帯 ノ

皮下結締織 ノ・俘腫、充血 、出血性傾 向大 ナ リ。

該攣化 ハ注射 第1日 ヨ リ認 メ ラル。斯 ノ如 キ中

性多核 白血球 ノ浸潤 ハ、唯墨汁 ノ極 メテ近接部

ノミニ限 ラレ、且上述諸 章二於 テ認 メタルガ如

キ、大集團 ヲ形 成 スル コ トナ シ。往 々之 二小圓

形細胞 ノ混在 テ認 ム。注射 第10日 二至 レバ、僅

撒 二組織球性細胞 ノ出現 ア レドモ、以後壇加 ノ

傾 向ナ ク、 上皮様細胞 ハ少数 二、亘態細胞 ハ全

ク認 ムル能 ノ・ズ。斯 ク シテ墨汁 ノ・第50日 二至

ルモ未 ダ完全 二吸牧 セ ラレズ シテ遺存 セル モ ノ

多 シ。

此 ノ關係ノ・家兎、「マ ウス」二於 テモ同檬 ニ シテ、

家 兎 ハ殊 二反癒輕 微 ニ シテ、 ドマウ ス」ノ・比較 的

強 シ。共 二第50日 前後 二至ル モ、墨汁 ハ完全 二

消失 セズ。往 々血管 内被細胞 内二墨汁 ノ囁取 セ

ラレタルテ見 ル。亘態細胞、上皮檬細胞 ノ登現

ノ・著 シク妙 ク、前者 ハ各動物共通 二之 テ見 ズ、

後者ノ・「マウス」二於 デ梢 支著 明ナ リシガ集 籏 ス

ル コ トナ シ。

(26)廣瀬 氏 ノ・家 兎
、海猿、 白鼠 、 ソノ他 温血、冷

血動物 ラ用 ヒ墨 汁 ヲ皮 下、睾 丸内 二注 入 シテ、

常 二所謂特殊細胞 ノ登現 ヲ認 メタ リ。 此 ノ特殊

細胞 トノ・癩細胞 ト同一 ニ シテ、組織球 二由來 ス

ルモ ノ トセラ レ、結核 二於 ケル上皮様 細胞 二該

當 ス可 キモ ノ トス。圃占部氏 ノ・「ラッテ」皮下 二墨

汁 テ注 入 シ、局所 淋巴腺 二於 テモ同様 二本細胞

ノ出現 セル テ認 ムル鹿 ア リ。久持氏 ノ・家兎静脈
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二之 テ注 入 シ、肺臓 二於 テ早期反鷹 トシテ多核

白血球 ノ出現 少 ク、貧 喰 ノ・主 トシテ軍核 細胞 二

依 リテ行 ノ・レ、而 シテ1ケ 月後 二上皮様 細胞 ヨ

リナル結 節 テ認 メタ リ。余 ノ・久持 氏 二反 シ早期

二出現 スルノ・多核 白血球 ナル テ認 メタ レ ドモ、

ソノ墨 汁貧喰 二關 シテハ組織球 トノ間 二、特 二

明確 ナル差 異 ラ附 スル能 ノ・ズ。爾余 ノ・本墨汁 二

依 ル反慮最 モ輕 微 ニ シテ爾他 ノ場 合 二比 シ、上

皮様 細胞 ハ出現 ス レドモ全 ク集籏 性 テ訣 キ、膿

瘍 ノ形成 テ見ザ リキ。斯 カル相違 ノ・恐 ラク余 ノ

用 ヒタル墨汁 ガ極微粒 子 ナル爲異物 トシテ ノ刺

戟弱 キニ依 ルニ非 ルカ、一般 二異物 ト難 モ、 ソ

ノ種 類 二依 リ((6i)Peissachowitschu.Gottlieb

ノ、塵埃 ノ種類 二依 リ組織 反慮異 ルヲ謹 シ、 ソ ノ

他(48)Lubenau,(8)Borschardt,(62)Pinkerton,

(29)伊藤
、(22嘩 岡 、(86)若園 等)ソ ノ大 サ、撒、量等

二依 リ反癒 二差異 アルハ周 知 ノ事 實 ナ レバ、叙

上 ノ推 察 ノ・決 シテ非合理 ナ ラズ ト思 惟 ス.之 二

關 シテノ・更 二後=章 二詳 述 ス可 シ。

第八章 総 括

各 菌膿 二基 ク反慮 ノ・既 二縷 述 シ、叉 ソノ比較 ノ・

各章 考按 二於 テ種 々論議 セ シテ以 テ、累設 テ避

ケ全實験 テ繧括 シタル所 見 テ左 二簡 軍二纒 メ併

セテ各動物 二於 ケル縦 ノ観察 テ行 フ可 シ。

(1)海 猿 二於 ケル實験

反慮 ノ経過緩慢 ナルモ ノヨリ順次 之 ラ墾 グ レバ

(1)人 型 結 核加熱 死菌、(2)H-A.E.C.Tb-A.

E・C・Th-A.E.C.(3)人 型 菌艦 蛋白、臭素脱

脂菌、(4)A-M菌 ノ大略4群 二分 チ得。例 ヘバ

上皮様 細胞性結核様 肉芽組織 ノ完 成後繊 維化 二

至 ル期 聞 二就 テ見 ル ニ 人型 加熱 死菌ノ・50日 以

上 テ要 ス レ ドモ、H-A.E.C.等 ノ・大略50日 ニ

テ足 リ、人 型菌禮蛋 白等第3群 ノ・30日 前 後 ニ シ

テ、A-M菌 ノ・15乃 至20日 ニ シテ之 ラ完 了 セ リ

(1竜 群)。 亘態 細胞 ノ・人 型菌禮蛋 白 ラ用 ヒタル

第 2

菌 髄 種 類
海 瞑 家 兎 「マ ウ ス 」

反 磨遅
延度
巨態細胞
出 現 度

反 慮
遅延度
巨態細胞
出 現 度 集割驕1囎

人 型 菌 加 熱 死 菌 2mg 冊 ± 柵 ± 冊 一

同 臭 素 脆 脂 菌 2 什 ± 柵 ± 冊 一

人 型 んM菌 1 十 十

,, 3 什 十

人 型 「エ ・一テル 」脱 脂 菌 3 什 十

H・A.E.C. 5 帯 什

Tb.A.E.C. 5 世 柵

Th・A.E.C. 5

}一

世 柵

:人 型 菌 菌 禮 蛋 白 10 十十 柵 十十 十十

場合 ニ ソ ノ出現 傾向最 モ顯著 ニ シテ、10日 前後

二現 ノ・レ初 メ爾來」曾加 シテ40日 頃 二 最高 トナ

リ以後 少 シ。 之 二次 グノ・且一A・E・C・ ニ シテ、

同様 ノ關係 ア リ。Tb-A.E.C.Th-A.E.C.亦

略1之 二類 シ、或 ノ・寧 ロ之以 上 ナ リ。A-M菌 ハ

撒 二於 テ是等 二劣 リ、5日 二出現 シ15日 頃最 モ

多 シ。臭素脱脂菌、加熱死 菌 二於 テノ・、本細胞

ノ出現甚 ダ微弱 ニ シテ前 者ノ・20日 所 見 二、後者

ハ15日 所 見 二少撒 ラ認 メタル ノ ミ。

菌 膿 ノ浦失 二要 スル期 間ノ・A-M菌(1竈 〉最 モ

早 ク(20日 前 後)、R素 脱脂菌 ノ・40乃 至50日 ニ

ノ・全 ク認 メズ、反之、H-A.E.C.ノ ・50日 テ経

ル モ爾肉芽竈 二検出 シ得 タ リ。加熱死菌亦 之二

類 ス。

(2)家 兎 二於 ケル實験

大略 各實験 相似表

タ し!ドモ、強 ヒ

テ之 ラ分 タバ、

(1)人 型 加熱死

菌、臭素脱脂菌、

「エー テル」脱脂

菌、(2)人 型 菌

禮蛋 白 ノ順 二前

者騨反慮終焔 二

長 時 日 テ 要 セ

リ。]巨態 細乃包ノ・

ソノ出現度一般
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二海瞑 ノ場合 二比 シ遙 カニ輕 度 ニ シテ
、家兎 相

互 ノ比較 テナ セバ上記 ノ順序 ト全 ク相 背馳 シ

テ、反 磨緩 慢 ナル モ ノ程本細胞 ノ 出現傾 向微

弱 ナ リ。但 シソノ差 ノ・前 者同檬甚 グ輕 微 ナル モ

ノトス。

(3)「 マ ウス」二於 ケル所 見

加熱死菌、臭 素脱脂菌 トノ間反慮 二大 差 ナ シ。

亘態 細胞 ノ・雨者共 二殆 ン ド出現 セズ。

以上 ノ所 見 テ通寛 スルニ亘態細胞 ノ形成 ト反慮

経過 ノ遅速 トニノ・何 ラ。一定 ノ相 關關係 テ見出 シ

難 キニ反 シ、之 ヲ注 入菌量 ト相 封比 スル時、極

メテ興味 アル李行性 テ認 メ得可 シ。斯 ノ・海猿 ノ

ミナ ラズ家兎 二於 テモ亦然 リ トス。

次 二海狽 二於 テモ、家 兎二於 テモ、菌儲豊蛋 白ノ・

注 入量多 キニ不 拘、反 慮最 モ微弱 ニ シテ、叉各

菌A.E.C.ノ ・前 者 ヨリ少量 テ以 テ シテ之 ヨリ

経過永 ク、 加熱 死菌 ハ最 少量 ニテ而 モ最 モ終焔

期長 キニ亙 レル ヨ リ考察 セバ、菌膿 ノ脱脂大 ナ

ル程 吸牧 容易 ナルガ如 シ。

此 ノ際各實験 二認 メ タル組織 攣化 ノ・ソノ本質 二

於 テノ、全 ク軌 テー ニ シ、何 ラ撰 ブ塵 ナ シ。即菌

膿ヲ脱脂 スル ト否 トニ不拘、或 ノ・脱脂法 ノ相違

二論 ナ 久 反 慮 ソ ノモ ノ・性質 ハ全 ク同一 ニ シ

テ、 ソノ遅速 二於 テ多少 ノ差違 アル モ ノナ リ。

而 モ同一 ノ攣 化ノ・「チモテー」脆脂菌 二依 リテ

モ、亦 之 ラ認 メ得 タ々 モ ノ トス。

墨 汁 二依 ル攣 化ノ・前記 ノモ ノニ比 シテ、遙 カニ

微弱 ナ レ ドモ、 ソノ経過梢 ≧相似 レリ。上皮様

細胞、亘態細胞 ノ登現 ノ、概 シテ輕微 ニ シテ後 者

ノ・之 テ見ズ。家 兎、海獲、 「マ ウス」間 ノ差 違ノ・

認 メザ リキ。

人型結核生菌 二封 スル動物種届 間感受 性 ノ相違

ハ明確 二之 テ認 メ得 タルニ反 シ
、上記各脱脂或

ノ・加熱死菌 二依 リテハ ソ ノ間何 ラー定 ノ關係 テ

認 ムル能 ノ・ズ。

第九章 考 按

前 章 二述 ベ タル 如 久 加 熱 結 核死 菌 が眞 正結 核 類 似 ノ

結 節 ヲ形 成 シ得 ル コ ト ・・往 年諸 學 者 二依 リテ 既 二指

摘 セ ラ レタ レ ドモ 、ソ ノ際 之 ガ本 態 二關 スル 論 孚 ノ資

トヅテ、所 謂 脱 脂 菌 ヲ以 テ比 較 封 照 ヲ試 ミタ ル モ ノ亦

砂 カラ ズ。(7s)Strausu.Gamaleia(1891)ノ ・ 「アル コー

ル 」、 「エー テノレ」前 虎 置 結 核 菌 ノ作 用 能 が極 メ テ薄 弱

一 シテ、就 中 「エ ー テル」脱 脂 菌 ・・膿 瘍 或 ノ・結 節 ヲ形 成

スル 能 ノ・ズ ト唱 へ 、 反 之(16)Engelhardt(1902)ノ ・「ク ロ

ロホル ム」、 「エー テノレ」脱 脂 菌 膣 二俵 リ乾 酪 化 ナ キ結

核 襟 結 節 ヲ詮 ジ、(85)Vissman(1892)ノ ・叉1%「 フ ク シ

ソ」含有 「ア ニ リソ〕水 礎 置 菌 ヲ以 テ之 ヲ認 メ タ リ。

(53)Masur(1894)・ ・結 核 菌 ヲ殺 ス 方 法 二 關 係 ナ ク(昇

禾 、曹 達 、 「タ ソ ニ ソ」、 食 盤 水 、 「アル コ ール 」)死 菌

ノ・常 二結 節 ヲ作 ル ト構 シ、之 ヲ家 兎 静 脈 内注 射後 ソ ノ

肺臓 所 見 ヨ リ確 認 ス ル 所 ア リ。(8Wal16e・ ・石 油 「エ ー

テル 」ヲ以 テ、(52)MartinuVaudremerノ ・「エ ー テル 」

ヲ以 テ脱 脂 セ ル 菌 艦 ヲ以 テ 夫 々海6冥注 射 後 短 期 間 二

弊 死 ス ル ヲ認 メ之 ヲ脱 脂 菌 ノ毒 性 二錦 セ リ。

Strausu.Gamaleiaノ 説 ・・余 力'家兎 二於 テ 「エ ー テル 」

脱 脂 菌 二依 リテ 毎 常膿 瘍 ノ形 成 ヲ認 メ、加 之 氏 等 ノ記

載 セ シ所 謂結 核結 節 二厩 ス 可 キ所 見 ガ 脱 脂 法 二論 無

ク常 二 出現 セ シ理 由 ヨ リシ テ、之 ヲ認 容 スル 能 ハ ズ。

Martinu・Vaudremerノ 説 二樹 シ テノ・余 ノ場 合1頭

ノ海 狸 二数 ケ所 二亙 リテ注射 セ シニ不 拘 、1頭 ノ弊 死

ダ ニ無 ク、家 兎 二於 テモ亦 同様 ニ シテ彼 等 ノ所 謂 毒 性

二疑 義 ナ キ能 ノ、ズ。

(76)Sternberg(1902)ノ ・「アル コ ーノv」
、 「エ ー テノ1/」、「ク

ロロ ホル ム」脱 脂 菌 ガ加 熱 死 菌 二比 シ結 節 形 成 力 著 ン

ク劣 リ、而 シテ抽 出物 質 ソ ノ中 間 ヲ 占メ タル 事 實 ヲ説

明 シテ結 核 菌 ノ毒 性 乃至 病 原 性 ノ菌 髄 内 二存 シ、之 ・・

加 熱 二耐 ユル モ、 前 記諸 物 質 二 依 リテ ノ・破 壊 セ ラ レ

テ、ソノ特 殊 作 用 ヲ失 フ モ ノ トナ シ抽 出 物 質 二依 リテ

結 節 形 成 ヲ 弱 度 乍 ラ モ認 メ 得 タル ・・該 物 質 中 二爾 脆

脂 剤 ノ影 響 ヲ蒙 ラザル 健 態 ノ儘 ノ菌 髄 遺 存 セ シ ニ依

ル ト解 セ リ。然 レ ドモ余 ノ・氏 ト同溶 脂 剤 ヲ以 テ脱 脂 セ

シ菌 膣 ト加 熱死 菌 トノ間 二特 二 顯 著 ナ ル 所 謂 結 節 形

の

成能ノ差異ヲ認メズ、叉該抽出物ハ特二入念ナル濾過

ヲ施 シ、染色上菌膣 ヲ謹セズ、「ツ」反磨賦與能力ヲ有

セザルモノニジテ、而モ爾彼 ト相異 シテ以上三者間ニ

ハ特二反磨二著 シキ差異ヲ認メザリキ。需來結核菌 ヨ
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リ所 謂毒 素 ヲ分 離 セ シ ガ 爲 二 種 々ナ ル脱 脂 鮒 ヲ作 用

セ シメ ソ ノ抽 出 物(所 謂 毒 素)或 ・・残 渣 二就 キ、個 々 ノ

毒 性 乃 至 造 病 攣 性 ヲ検 セ ソ トセ ル モ ノ亦 勘 カ ラ ズ。前

者 二就 キテ ノ・之 ヲ後 章 二 譲 リ、 並 ニ ハ夏 二後 者 二 關

シ、 諸 説 ノ検 討 ヲ績 ク可 シ。(191,Giaxa(1901)・ ・「アノレ

コー ル 」、 「エ ー テル」、 苛 性 加 里 ヲ以 テ順 次 抽 出 セ シ
　

最 後 ノ菌 留 残 渣 ガ他 ノモ ノニ比 シ最 モ 結 核 酷 似 ノ攣

化 ヲ起 ス モ ノ ニ シ テ、而 モ該 攣 化 ・・本 物 質 注 射 局 所 ノ

ミ ニ止 マ ラ ズ、 例 ヘ バ氣 管 内 接種 二際 シ、 肝 、腎 等 遠

隔 ノ臓 器 ニ モ表 ハル コ トア リ、ソ ノ理 由 ト シテ本 物 質

ノー 部 が溶解 吸 牧 後 尚 作 用 ヲ 及 ボ シタル モ ノ ト解 シ、

更 二本 物 質 ガ接 種 動 物 ヲ シ テ 「ツ」反 磨 陽 性 ナ ラ シム

ル事 實 ハ 上 記特 殊 性 ヲ 愈 く裏 書 キ セル モ ノ ト唱 ヘ タ

リ。 而 シ テ本 脱 脂 菌 残 渣 ・・NukleinSubstanzノ 性 ヲ

有 ス ル モ ノ ト シ、 強 、弱 何 レ ノ菌株 ヨ リス ル モ、 叉 動

物 ノ個 膣 差 乃 至 人 爲 的 抵 抗 塘 進 等 ノ條 件 二 支 配 セ ラ

ル ・コ トナ ク、常 二 同一 ノ病 攣 ヲ惹 起 シ得 タ リ。 但 シ

此 ノ際 彼 ガ本 物 質1・¥・1照タルHefenuklein(v.Merck)

トガ、 ソノ態 度 極 メ テ酷 似 セル ヲ記 シタル 事 實 ハ柳 力

注 目 二便 ス 可 シ。更 二 〔7)Boccardi(1900)・ ・彼 ト同一 物

質 二依 リテ全 ク 同様 ノ所 見 ヲ 確 認 ヌ。 「11℃antacuz6ne

(1905)・ ・結 核 菌 ヲ食 額水 ヲ以 テ洗}條、 乾 燥 後 、 「ソツ

クス レー」ヲ以 テ、 「メ タ ノ ール 」、 「エ ー テル 」、 石 油

「エ ー テル 」 ノ 順 二抽 出 シ テ得 タル 非 抗 酸 性 菌 残 渣 ヲ

腹 腔 内 二注 入 ス ル ニ、致死 量 ニ テ ・・腹 腔 内 二化 膿 性 滲

出 液 多 量 二貯 溜 セ ル 外 、脾 腫 、 腎 上 皮 壌 死、 肋 膜 、心

嚢 内 滲 出、心筋 攣 性 等 ノ重 篤 墾 化 ヲ認 メ、 致 死 最 以 下

ニ テ ・・腹 腔 内化 膿 性 滲 出 液 ノ 貯 溜 アル 外 、 大 小 ノ膿

瘍 、或 ノ、結 節 ノ形 成 ヲ認 メ タ リ。 但 シ該 結 節 ソ ノ他 ノ

病 攣 ・・臆 テ治 癒 セ リb云 フ。 然 ル ニ(8i'Tschistowitsch

(1907)ノ ・「アル コ'一・7v」、「エ ー テノL!」、石 油 「エ ー テル 」、

「ク ロ ロホル ム」 デ 完 全 二蝋 脂 質 ヲ除 去 セル 脱 脂 菌 ヲ

海 猿 皮 下 二注 入 ス ル ニ(但 シ該 菌 ノ・完 全 二非 抗 酸 性 タ

ル ヲ得 ザ リキ)注 入 後 間 モ ナ ク生 ゼ シ小 結 節 ノ・数 日乃

至2週 ヲ出 ズ シ テ完 全 二吸 牧 セ ラ レ、化 膿 ス ル コ1・ナ

ク、 之 ガ経 過 ヲ組 織 學 的 二検 スル ニ、該 脱 脂 菌 注 射 後

直 チ ニ多 核 白血 球 ノ集 合 ア リテ之 ヲ貧 喰 シ、臆 テ之 ハ

軍 核 上 皮 様 細 胞 、幼 若 結 締 織 母 細 胞 及 多 数 ノ血 管 ヲ有

ス ル 肉芽 結 節(Granulom)二 漸 次 置換 セ ラル ・モ ノナ

ル ヲ認 メ タ リ。 而 シテ 此 ノ際 巨態 細胞 ・・殆 ソ ド生 ゼ

ズ。爾 來 本 結 節 ノ・結 締 織 化 二隔 リ2乃 至3週 ニ シテ全

ク消 失 セ リ。 即 チ ソ ノ詳 細 二記 載 セ ル虜 ヲ見 ル ニ 、斯

ノ・本 質 二於 テ余 ノ得 タル 塵 ト異 ナ ラ ズ。唯 彼 ノ・脱 脂 歯

ノ場 合 、之 二 向 ヒテ集 籏 セ ノレ白血 球 ・・、 最 後 迄 生活 力

ヲ有 シ、貧 喰菌 盤 ヲ周 邊 二蓮 ブ可 ク積 極 的 活 動 ヲ管 ム

ニ反 シ、蝋 脂 質 ノ場 合 二於 テ ハ膿 瘍 様 竈 ヲ形 成 シ、 ソ

ノ場 二於 テ 崩 壌 シテ 受働 的 二 軍 核 貧 喰細 胞 ニ ヨ リテ

周 邊 二運 バル モ ノ ト シ、 雨 者 ノ差 異 ヲ明 カニ ス レ ド

モ、余 ノ場 合 二於 テ ・・常 二何 レ ノ脱 脂 菌 ヲ以 テス ル モ

膿 瘍 様 白血 球 集 籏 塊 ヲ認 メ タ リ。更 二第 ニ ノ相 異 ・・彼

が 巨態 細 胞 欝 キニ 反 シ 余 ・・一 般 二多 数 二 之 ヲ認 メ タ

ル コ ト ・ス。 惟 フ ニ斯 カル 相 異 ノ・、恐 ラ ク菌 量 ノ差 二

基 クモ ノナ ル 可 ク、而 シテ恰 モ彼 が稀 薄 液 ノ場 合 ニ ハ

巨態 細 胞 少 ク、 反 之 、濃 厚 液 ノ場 合 ニノ・ソ ノ粗大 菌穎

粒 ノ周 園 二或 ノ・叉 菌 液 中 二混 在 セ シi練状 屑 、紙 碑i片等

ノ異 物 ノ周 傍 二之 が多 数 ヲ認 メ タ ル ガ如 キノ・、克 ク此

ノ問 ノ消 息 ヲ窺 フ ニ足 ル 可 シ(但 シ菌 量 二 關 シテ ノ・彼

・・之 ヲ記 セ ズ)♂C30)Jaff6(1915).ノ ・家 兎 二牛 型 、 海 狸 二

人 型 結 核 菌 ヲ用 ヒ、之 が 「ク ロ ロホ ル ム」脱 脂 菌 ヲ供試

セ シニ 、 皮 下 接 種 後 生 ゼ シ 小 滲 潤 ハ2週 ニ シテ清 失

シ、何 ラ組 織 攣 化 ヲ示 サ ズ、 腹 腔 内接 種 後 ノ・全 ク病 攣

ナ ク、静 脈 内 接 種 二於 テ モ、大 多数 ハ著 攣 ナ ク、僅 カー

1頭 二肺 臓 内結 核 類 似 結 節 ヲ認 メ タ リ。而 モ之 二封 シ

テ ハ彼 ・・抽 出 セ ラ レザ リ シ菌 燈 ノ 遺 存 二俵 ル カ或 ハ

寧 口偶 然 ノ炎 性 産 物 二過 ギ ズ ト解 シ、 一 方 二於 テ 「ク

ロ ロ ホル ム」抽 出物 が常 二結 核標 攣 化 ヲ惹 起 シ得 タル

コ トヨ リ、 結 核 菌 ノ病 的攣 化 ハ該 抽 出物 ノ ミニ 依 ル

化學 的 刺 戟 二基 クモ ノ ト解 セ リ。(67Raya.Shipman

(1923)ノ ・Morse氏 法(「 エ ー テ ル 」、「アル コ'一一7v」、「ク

ロ ロ ホル ム」)及Lon9氏 法(「 アノレコ ー-7v」、「1'7vオ'一一

7VJ、 「エ ー テ7VJ、 熱 「クnロ ホル ム」、熱 「アル コ ーノ1/」)

二依 ル 雨 脱 脂 菌 ヲ海 瞑 皮 下 及 肺 臓 内 二注 入 シタル ニ、

皮 下 二於 テ ノ・、 化 膿 竈 ヲ綾 リテ、上 皮 様 細 胞 性 繊 維 結

締 織 化 ヲ認 メ、之 が 多 核 白血 球 二乏 シク上 皮 様 細 胞 ヲ

圭 トナ シ、且 多 数 ノ巨 態 細 胞 ヲ散 在 セル ヲ確 認 シ、 叉

肺 臓 二 於 テ ・・上 皮 様 細 胞 性 肉 芽 及 輩 純 上 皮 組 織 共 二

存 シ、往 々数 個 ノ上 皮檬 細 胞 結 節 内 二 巨態 細 胞 多数 二

混 在 セル ヲ認 メ タ リ。 但 シ共 二乾 酪 化 ナ ク、而 モ斯 カ

ル 所 見 ハ 「チ モ テー」脱 脂 菌 、大 腸 菌 脱 脂 菌 或 ハ上 述 抽

出 類 脂 盤 二依 リテモ 生 ズル コ ト ヨ リ、全 ク異 物 反 磨 タ

ル ニ過 ギ ザル 所 以 ヲ弧 調 セ リ。

(30)Kimmelsteilノ ・脱 脂 菌 二依 リテ ・・結 核 結 節 ノ獲 現 ナ

ク、 磯 「リポ イ ド」ノ「エー テル 」抽 出物 ヲ加 ヘ テ、初 メ

テ而 モ僅 力=1頭 二2氏 型 巨 態 細 胞 ヲ認 メ タ ル ニ過
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ギ ズb云 フ。「21Haima.Authur(1929ノ ノ・Raya.Ship・

manノ 脆脂 菌 力絢 「リポ イ ド」 ヲ含 有 セ シ事 實 ヲ指 摘

シ、 彼 等 ノ用 ヒタ ル「Deyckeu.Much.ノPartigen

が乳 酸 ヲ充 分 二作 用 セ シメ タ ル モ ノナ ル 故 ヲ以 テ 、ソ

ノ残 渣 菌 膣 ニ ノ・全 ク 「リポ イ ド」 ノ含 有 ナ キ モ ノ ト解

シ、 而 シテ之 二依 ル 結 核 様 病 攣 形 成 ノ傾 向 が、 所 謂

PartigenF・u・N・ ナ ル 「リポ イ ド」二比 シ著 シク劣 ル

事 實 ヲ暴 ゲテ 、結 核 病 攣 ノ形 成 ・・一 部 ・・異 物 反 磨 トナ

ス 可 キ モ、倫 加 之 後 者 ノ如 キ菌 膣 脂肪 ニ ヨル 特 殊 作 用

ヲモ無 硯 ス 可 ラ ザル所 以 ヲ明 カニ セ リ。

171)Sabin,Doana.Forkner(1930)・ ・結 核 菌 膣 蛋 白 ヲ家

兎 静 脈 内 二接 種 スル 時 ・・血 液 二 白血 球 過 多症 起 リ、登

熱 シ、小 血 管 ニ ノ・各 所 二 出血 傾 向 ヲ認 ムル外 、肺 臓 ニ

ノ・所 謂 間質 性 肺 炎 像 ア リテ 「ク ラ ズ マ トチー テ ソ」 ノ

旺 盛 ナル 浸 潤 ヲ見 ル ト云 ヒ、腹 腔 内接 種 二依 リテ モ大

網 二 出血 、 充 血 ノ外 、同細 胞 ノ浸 潤 ヲ認 メ タ リ。 而 シ

テ本蛋 白・・健 常 、結 核 雨 動 物 二封 シ共 二毒 性 ヲ有 シ、

殊 二後 者 二 著 シク、且 ソノ毒 性 ノ・該 蛋 白水 溶 性 度 二干

行 スbセ ラル 。斯 ノ如 ク彼 等 ・・菌 蛋 白或 ハ叉 死 菌 二i封

スル 反 慮 が 「ク ラス マ トチ ー テ ソ」、多 核 白血 球 浸 潤 ヲ

圭 トナ ス ニ反 シ、燐 脂 質 ニ ノ・「モ ノ チー。テ ソ」、 上 皮様

細 胞 、巨態 細 胞 等 ガ反 鷹 シ、 ソ ノ間 二明 確 ナル 匠 別 ア

リテ、後 者 コ ソ結 核 病 墾 ヲ起 ス可 キ 物質 ナ リ ト唱 へ、

㈹Pinner,N/Doan ,ダ15)Doana.Sabin等 が該 燐 脂 質 ノ

抗 元 性 ヲ立詮 セ シ施 ト相 侯 ツ テ、本 物 質 ノ重 大 性 ヲ喚

起 ス ル ニ 至1/リ 。(6)Bickford(1932)・ ・家 兎 蜘 蛛 膜 下 腔

』是 等 ノ物 質 ヲ注 入 シテ、 菌 蛋 白 ハ淋 巴 球 、 「プ ラ ズ

マ」細 胞 ヲ遊 出 セ シムル ニ過 ギ ザル ニ反 シ
、 生 菌 、 加

熱 死菌 、燐 脂 質 ・・特 殊 細胞(上 皮檬 細 胞 トナル)ヲ 反 磨

セ シムル コ トヲ注 目 セ リ。

然 ル ニ 〔9)Boissevaina.Ryder(1932)・ ・結 核 菌 ノ水 可

溶 性蛋 白ノ・動 物 二 「ツ」「アV/Vギ ー」 ヲ 附與 ス ル ノ ミ
ら

ナラズ、結核様組織攣化 ヲモ形成 シ得ルモノト構 シ、

Sabin,Doana.Forkner及74)Smithburna.Sabinノ

否定説二相封立セ リ。

翻 ツテ余 ノ成績 ラ観察 スル ニ、余 ノ・上記諸設 ノ

相 定 ラザル理 由 ノー ガ或 ハ菌抽 出法 ノ相異 二存

スル ヤラ慮 リ先 ヅ之 ガ系統 的分類 テ試 ミタ リ。

帥(1)菌膿 蛋 白、 ω全 ク類脂質 ナキ脱脂菌(「 アル

コール」、「エー テル」、「クロロホル ム」抽 出残渣)

及 ピ(3)從來 吸牧 困難 ト考 慮 セラ レタル蝋 脂質 ノ

ミテ附著 シ、燐脂質 「アセ トン」可溶 脂肪 テ鋏如

セル脱脂菌(「 アセ トン」、「メ タ ノール」抽出残

渣)、加之、 上記 各脱脂菌 ガ倫抗 酸性 テ有 セ シニ

鑑 ミ、 ω是等 ノ脱脂剤 ノ未 ダ作用 シ得 ザル菌膿

内抗酸性物質 ラ破壌 シ得 タ リ ト考 ヘ ラル臭素作

用菌(之 ノ・抗酸性 ノボ態 ガ軍 二蝋檬被膜 ノ ミ.二

存 セズ、膿 内構成 因子二關與 スル コ ト多 キラ認

メ ラル ・今 日 ノ見解 ヨリ當然推論 セ ラル(第 一

報 参照))テ 以 テ實験 二供 セ リ.然 ルニ弦 二認 メ

得 タル各實験 ノ結果 ノ・改 メテ逐 一詳述 スル迄 モ

ナ ク、 ソ ノ本質 二於 テノ・全 ク軌 テー ニスル庭 ト

ナ レリ。 即最初 各菌艦 二向 ヒテ蝟集 セ シ多核 白

血球 ノ崩壊、吸牧 二件 ヒ、 ソノ周邊 ニノ・所謂 上

皮様細胞性結核類似 ノ肉芽組織 ラ認 メ、而 シテ

之 ガ躯iテ繊維性結締織 二依 リテ全 ク置換 セラル

ト共 二反慮 ノ終焔 テ途 グル テ見 タ リ。此 ノ際何

レノ場合 二於 テモ乾酪化 ノ片鱗 ラグニ窺 ノ、ズ
。

若 シモ以上総 テ ノ場合 二認 メタル上皮様 細胞性

結核様 肉芽組織 ノ登現 二封 シ、 之 ラ以 テ結核 二

特 異 ナル組織 反慮 ト見倣 スニ於 テノ・結核 菌 中蝋

脂質、燐脂 質、 「アセ トン」可溶 脂肪 等 ノ存在 ナ

ク トモ、或 ハ強 ヒテ斯 カル幅別 テ行ノ・ズ、輩 二

菌膣 「リボ イ ド」乃 至脂肪 ノ鋏 除 ト解 スルニ於 テ

モ、或 ノ・又抗 酸 性物 質 ノ存在 ナ ク トモ、軍 一 ソ

ノ脱却菌艘、或 ノ・菌禮蛋 白 ノミニ依 リテ、爾之 ラ

求 メ得 ベキモ ノト考 ヘザ ルラ得 ズ。 即 チ此 ノ意

味 二於 テノ・Strausa.Gamaleia,Kimmerstiel,

Sternberg或 ノ・殊 二Jaff6,Bickford等 ノ所 詮

ノ・最早全 ク之 ラ承 認 シ難 久 寧 ロEngelhardt
,

ThistowitschGiaxa,Boccardi等 二加澹 ス可

キ庭 トナ ル可 シ。然 レドモ弦 二 戒 心 ス可 キノ・

Engelhardt以 下 後者 二属 スル諸學者 ガ、以 テ

特異 的結核攣 化 トナ ス上述結節乃至 肉芽組織 ガ

果 シテ兵 二然 ルヤ否 ヤ、或 ノ・却 テRaya.Shi-

pman・Baumgarten等 ノ云 フ如 ク寧 ロ斯 ノ・異

物結 節 二非ル ヤ ノ問題 ナ リ。余 ノ成績 二於 テ常

二所謂 上皮様 細胞性結核様 肉芽組織 ノ登生 テ認

人 ソ ノ繊維 化 二至 ル或 ル時期 二於 テノ・厘 くソ

ノ結 節状 ラナ シテ恰 モ結核結節 二類 スルモ ノア
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ル テ登 見 シ得 タルノ・事實 ナ レ ドモ、該 結節 ノ・極

メテ不規則 ニ シテ、眞正結核 二見 ル如 キ所 謂結

節 トノ・趣 テ異 一 シ、乾酪 化或 ハ壌死 二陥 ラズ、

淋 巴球 ノ關與 モ極 メテ塞 々 タ リ。 而 モ ソノ配列

ノ・著 シク雑 然 タルモ ノー シテ、 上皮様 細胞 テ園

続 シテ特 有 ノ配列 テ示 スコ トナ シ。素 ヨリ眞正

結核 ト難 モ、 ソノ病型極 メテ複 雑多岐 二亙 ルハ

周知 ノ事 實 ナ レ ドモ、 ソノ結節 ノ組織學的特徴

ノ・凡 テ ノ場 合相等 シキモ ノ ト認 メテ可 ナルベ

久 上記 セ シガ如 キ組織像 ハ甚 シキ異例 ト云 ノ・

ザ ルテ得 ズ。更 二上述 所謂 結核様 肉芽組織 ニ ハ

常 二極 メテ多数 ノ血管 テ認 メタ リ。眞正結核 ニ

シテ、 ソノ治癒的 傾向彊 キ揚 合、往 々乾酪 化ナ

ク繊 維性檜殖 二移行、清失 スル場合存 ス レ ドモ、

少 ク トモ ソノ結核性攣 化 テ呈 セル期間 二於 テノ・

現 今之 ガ血管 二極 メテ乏 シク、或 ノ・全 ク之 テ訣

除 セル ヲ以 テソノ特徴 ト稻 セ ラル。

斯 ク観 ジ來 レバ上記 余 ノ得 タル病攣所 見 テ直 チ

ニ結 核 ト關聯 セ シメ、之 ラ特殊 ノ意義 テ以 テ解

繹 スルニハ甚 シク躊躇 テ感 ゼザル テ得 ズ。一方

二於 テ余 ノ・「チモ テー」脱脂菌 ト同法 ニ ヨル人

型 、鳥型雨結核 睨脂菌 ノ同一量 ラ以 テ シテ、是

等 ノ間 二全 ク同檬、同程度 ノ組織攣化 ラ認 メタ

リ。此 ノ際假令「チモ テー」生菌 ノ病原性 テ主張 ス

ルー部 ノ主張 テ認 容 スル トモ、之 ガ結核生菌 ノ

比 二非 ルノ・明 カー シテ、從 ツテ若 シ上記脱脂菌

一 シテ毒性 テ有 スル ナ ラバ、 ソ ノ間 自 ラ顯著 ナ

ル相 違 アル可 キニ不 拘、而 モ斯 ノ如 キ同一性 ヲ

認 メ タル ノ・畢寛 本攣 化 ガ菌艦 内特殊 毒素 二基 カ

ザ ル所以 テ明示 スル モノト云 フ可 久 即 チ此 ノ際

毒 素 ガ抽 出 二依 リテ除 カ レタル ヤ否 ヤハ暫 ク措

キ、少 ク トモ本脱脂菌 二依 ル反慮 ハ之 ラ異物反

磨 ト解 シテ毫 モ妨 ゲナキ理 ナル可 シ。既 二結核 、

「チモ テー」本脱脂菌 ニ シテ然 リ。 サ レバ之 ト全

ク本 質的 二同一 ナル爾他 菌罷i二依 ル病憂亦異物

反慮 タルノ・自 ラ推論 シ得 プル ・塵 ナル可 シ。

嚢 二余 ハ互態細胞 ノ獲現 ガ菌膣 ノ種類 二論 ナ

ク、全 ク ソノ注入菌 量 ト相關聯 セ シ事實 テ認 メ

タ リ。 斯 ノ如 キハ余 ノ見解 二克 クー致 スル モ ノ

ト信 ぜラル。 ソノ際菌膿 ノ抽 出大 ナル程反慮 急

速 二経過 シ、 ソ ノ吸牧亦容 易ナル テ記載 セ リ。

斯 ハ注 入菌膿 ノ異物 トシテ ノ物 理的相違 テ意味

スルモ ノニ シテ、難i吸牧 性、i難浦化性 ナル菌骨豊

脂質 ノ含有 ノ多寡 二基 クニ他 ナ ラズ。而 シテ之

ガ決 シテ、該脱脂 菌 ソ ノモ ノ・特殊作用 二依 ル

ニ非 ル所 以 ハ 上述 セ シ塵 ヨリ 自 ラ明 カナル可

シ 。

從來上皮檬細胞、亘態細胞等 ノ登現 ガ結核菌ノ

外被 ヲ形成 セル蝋様脂質 ノ難吸牧性二基 クト稔

スルー部 ノ所詮 アリ。余 ノ場合、出現 セル亘態

細胞ノ・所謂異物型二属 スルモ ノモ存 スレドモ、
'

亦 ラ氏型 テ トル モ ノ齢 カ ラズ。而 シテ斯 カル ラ

氏型 亘態 細胞 ト錐 モ、高度 ナル脱脂結核菌或 ハ

菌膿蛋 白 二依 リテス ラ、多撒 二之 テ認 メ、或 ノ・

寧 ロ脱脂 セザル モ ノー比 シ却 テ遙 カニ多撒 二出

現 セ リ。上皮 様細胞 二至 リテノ・更 二論 ナ シ。之 ヨ

リセバ結核 二於 ケル是等 ノ細胞 ノ出現 ハ更 二他

ノ因子 二基 クモ ノ ト推 察 セ ラル。 同時 ニ ラ氏型

亘態細胞 ナル モノガ、,果 シテ上記一部學者 ノ認

ムル如 久 之 テ以 テ殊 二死菌乃至脱脂菌 ノ病攣

ラ結核特 異性 トナス可 キ有力 ナル論縁 タ リ得可

キヤ否 ヤ甚 ダ疑 ヒナキ能ノ・ズ(後 述 第六報参照)。

要之、余ノ・加熱死結核菌 ソ ノ他、脱脂菌 二基 ク組

織憂 化 ガ軍 二結核 菌 二由來 スル ノ故 テ以 テ之 ラ

特異 的二解繹 セ ン トスルー部 ノ諸設 ニノ、質 スル

能 ノ・ズ、該量化 ノ・全 ク異物反慮 タル以外一歩 モ

出デザルモ ノ ト信 ズル モ ノニ シテ、斯 ノ如 キハ

余 ガ嚢 二各章考按 二於 テ種 々指摘 セ シ塵 二徴 ス

ルモ亦 明確 ナル可 キ所 以 ト思惟 ス。此 ノ意味 二

於 テ更 二有力 ナルーニ ノ所 設 テ省 ルニ、(74)Smi-

thburna.Sabin(1932)ノ ・人型菌 「アル コール」、

「工一 テル」、 「クロ ロホル ム」脱脂菌 テ家 兎皮下

二注射後(全 量1.3醒>23日(最 初 ノ注射 日ヨ リ)

ニ シテ之 ヲ検鏡 スル ニ肉眼的 二膿瘍 ト認 メ ラレ

タル部 ハ上皮檬細胞集 團 ノ中心部 二乾酪化 ヲ示

セルモ ノナ リシ ト云 ヒ、 又静脈 内注射 二依 リテ

モ肺臓 二(37日 後)多 撒 ノ亘態細胞、上皮様細胞

ヨリ成 ル結核様結節 ア リテ往 々 ソノ中心 二乾酪
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化 テ見 タ リ ト云 ヘ リ。余ノ・同 ジ脱脂法 ヲ以 テセ

ル人型脱脂菌5延 テ注 射 ス レ ドモ、彼等 ノ云 フ

ガ如 キ乾酪 化ハ認 ムル能 ノ・ズ。但 シ上皮檬 細胞

集團 内二膿瘍竈 ノ・認 メタ リ。 此 ノ際之 ガ軍 二菌

量 ノ相異 二基 ク トハ考 ヘ ラ レズ。 即 チ彼等 ガ以

テ乾酪竈 トナ スハ余 ヲ以 テ之 テ見 レバ蓋 シ膿瘍

二過 ギザルモ ノニ シテ決 シテ結核菌 二特有 ナル

憂化 二非 ズ。更 二又彼等 ハ加熱死菌乃至 上記脱

脂菌 二依 ル病攣 ガ結核菌燐脂質 ノ夫 ヨ リ複雑 ニ

シテ、三者 ノ・齊 シク結核檬攣化及 上皮様 細胞(超

生農 染色 二基 キ 彼等 ハ之 ラ以 テ 特殊細胞 トナ

ス)テ 形成 ス レドモ、前二者 ノ場合 ニハ貧喰 「ク

ラスマ トチー テ ン」、白血球、結締織 母細胞等 ノ

諸細胞 多撒 二表 バ レルニ反 シ(就 中加熱 死菌 二

最 モ著 シ)、燐脂質 ノ場合 ニハ著 シク病憂軍純 ニ

シテ殆 ンド上皮様細胞及 亘態 細胞 ノ ミテ主 トナ

セル テ認 メ、之 テ論 明 シテ、加熱乃 至脆脂菌 ハ

爾 ソノ中 二蛋 白、 多糖類等 テ含有 セル爲、 ソノ

夫 々 ノ刺戟 二依 ル細胞 ノ遊 出 ヲ來 セ シモ ノナ リ

Nl昌ヘ タ リ。而 シテ多糖 類 ハ主 トシテ多核 白血

球 テ趨 化且之 テ破壌 スル特 性 テ有 シ、蛋 白ハ「プ

ラズマ」細胞 テ殊 二著 明 二遊 出 スル特 性 テ有 ス

ト云 フ。(55)Millerモ 亦 結核菌蛋 白ノ・「プラズマ」

細胞 二特殊 ノ關係 テ有 シ且之 ハ血管 内皮細胞 二

有毒 ニ シテ出血 テ來 ス傾 向 ア リ ト云 ヘ リ。然 ル

ニ余 ノ成績 ラ見 ル ニ蛋 白注射 ノ場合 二限 リテ特

二出血著明 ナ リ シ トノ・認 メ難 ク
、加之、「プラズ

マ」細胞 ノ出現 ノ・殆 ン ド謹 スル能 ハズ。又余 ノ

用 ヒタル腕脂菌 ハ ソノ燐脂質 テ有 スル ト否 トニ

拘 ラズ、上皮様 細胞性結核類似攣化 ノ・毎常之 テ

認 メタ リ。而 モ ソノ出現 ノ遅速 二關 シテノ・一定

ノ序列 ラ認 メ難 シ。加之、例令燐脂質 ナ キ菌禮

蛋 白 ノ場合 ト錐 モ、特 二上皮様細胞多 キ トノ・認

メ難 ク、而 モ却 テ之 ハ加熱死菌 ノ如 キ燐脂質含

有大 ナル モ ノヨリ遙 カニ多数 ノ亘態細胞 テ形成

セ リ。更 二又 加熱死菌 ノ揚 合 二認 メタル貧喰 「ク

ラスマ トチー テ ン」、白血球等 ノ出現 ト脱脂菌 ノ

場 合 ノ夫 トノ間 ニノ・何 ラ強弱 ノ差 ラ認 メズ。斯

ク観 ジ來 レバ、彼等 ノ所 読 ニハ甚 グ シク多撒 ノ

矛盾 ア リテ、余 ハ之 ヲ凡 テノ角度 ヨ リ見 テ全 ク

承認 シ能 ハザルナ リ。惟 フニ斯 カル見解 ノ相違

ヲ來 セ シ所 以 ノ・、彼等 ノ實験 ガ極 メテ少撒 ニ シ

テ、余 ノ如 キ系統 的観察 テ鋏 キ(例 ヘバ ソ ノ加

熱 死菌 テ以 テセルノ、僅 二17、22、30日 ノ3同 ニ

シテ、脱脂 菌 ノ夫 ノ・唯13、37日 ノ2同 二止 マル

ガ如 ク)、 從 ツテ ソノ制定 ガ 極 メテ制限 セ ラレ

テ、 自 ラ掲断 的決定 テ下 スニ至 リタルモ ノ ト思

惟 セラル。 即 チ彼 等ノ・全 ク時期 テ省 ミザ リシモ

ノニ シテ、若 シ余 ノ場 合 二於 テモ彼等 ノ如 キ観

察 法 ラ執 ルニ及 ベバ、後期 二於 テ観察 セ シモ ノ

ハ注 入物 ヲ論 ズル事 ナク凡 テ上皮檬 細胞多 ク、

特殊性大 ナ リ ト見倣 シ得 ラル可 久 反 之、 偶 々

前期 二於 テ観察 セラ レシモノハ貧喰 細胞、 白血

球 多 シトセラル ガ如 キ、極 メテ奇怪 ナル結論 ヲ

付 スル ノ止 ムナキニ至 ル可 シ。余 素 ヨ リ之 ラ執

ラザル虎 トス。

〔6)Bickford(1932)ノ ・菌 蛋 白ハ淋 巴球
、 「プラズ

マ」細胞及 「クラズマ トチー テ ン」ラ遊 出 セシム

ル ニ反 シ、加熱死菌、生菌、燐脂質 ハ特殊 細胞

(後 二上皮様細胞 トナル)ラ 圭 トシテ反慮 セ シム

トシテ、之 テ家 兎蜘蛛膜 下腔注 入 ニ ヨリテ實謹

セ リ。此 ノ際 氏 ノ云 フ特殊 細胞 トノ・超生禮 染色

一テ、 原形 質 二同 ジ染色度(Neutralred)ノ 同

大穎粒状室胞 テ有 スルモ ノラ指 シ、艇 テ之 バー

定時 日後該室泡 ノ大 サ減 少 スル ト共 二撒 テ増 シ

テ、定型的上皮檬細胞 二攣 ズル モ ノニ シテ、 反

之 「クラズ マ トチー テ ン」ハ異 ル染 色度 ト大 サテ

有 スル室泡 テ具 ヘ タルモ ノテ指 セ リ。余 ノ場合

ハ固定標本 ナル テ以 テ雨者 テ緋 ズル ニ術 ナ ク
、

之 ガ批 判 テ下 ス能 ハザ レ ドモ、少 ク トモ菌蛋 白

ノ場 合 二特 二淋巴球、 「プラズマ」細胞 多 カ リシ

トノ・云 ヒ得 ザルナ リ。

最後 二(71'73)「74)Sabin-一派 ノ上記所論 ラ省 ルニ、

彼 等ハ結核 菌燐脂 質 テ以 テ特 二上皮様 細胞及 ラ

氏型 亘態細胞 ノ形成能 アリ トシ、之 テ以 テ特殊

結核登生 ノ有力 ナル因子 ト解 セ リ。然 ルニ余 ノ

場合 二於 テノ・燐脂質 ナキ脱脂菌(A-M.菌 、A.

E・C.菌 、 「エー テル」脱脂菌)二 依 リテモ、克 ク
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是等 ノ細胞 ノ登生 テ認 メ、或 ハ寧 ロ高度 ニ シテ、

又 「デセ トン」可溶脂肪 ナ ク トモ、蝋脂質 ナ ク ト

モ(菌 禮 蛋 臼A.E.C.)、 何 レモ之 ラ認 メ得 タ

リ。假 令此 ノ際 一歩 ラ譲 リテ、該脱脂菌 ガ未 グ

完 全 ナル脱脂 テ得 ザルモ ノトスルモ ソノ含有 量

遙 二少 キハ當然推察 セラル可 キ塵 ナ1ノバ、上述

ノ所 論 ハ依然克 ク適用 セラ レ、 自ロチ之 ヨリセバ

Sabin等 ノ所設 ニハー抹 ノ疑義 ナキ能 ハザルナ

リ。之 二關 シテハ夫 々 ノ「リボ イ ド」自膿 ラ以 テ

セル後記實験 二於 テ更 二検 討 ス可 シ。

第十章 結 論

〈1)人 型結核加熱死菌、 同臭素 瓦斯脱 脂菌、 同

「エー テル」脱脂菌
、 同上 「アセ トン」、「メ タ ノー

ル」脱脂 菌、 同「アル コール」、 「エー テル」、 「ク

ロ ロホル ム」脱 脂菌、同菌膿 蛋 白、及鳥 型結核 菌、

「アルコール」
、「エー テル」、「●クロロホル ム」脱脂

菌 、 「チモテー」同脱脂 菌 テ以 テ、海狽、家 兎、

「マウ ス」皮 下 二於 ケル組織反慮 ラ検 スル ニ、各

菌禮、個膿 二依 リテ多少 ノ遅速 ア レドモ、該 反

慮 ノ、本質 的 二軌 ラー ニ セリ。

(2)各 菌 膿 中一般 二脱脂 高度 ナル モ ノ程 反慮 ノ

終焔速 カニ シテ吸牧容 易ナル傾 向 ア リ。

(3)亘 態 細胞 ノ登 現 ハ脱脂法 二關係 ナ ク寧 ロ注

入菌 量 トZF行 性 テ有7.。

(4)臭 素 瓦斯作用非抗酸性結核 菌ハ加熱死菌9

比 シ繊 維化 二赴 クコ ト早 シ。

(5)人 型 結核生菌 ハ梅瞑 二封 シ最モ毒性張 ク、

家 兎之 二次 グ。 「マウ ス」二於 ケル病憂 ハ進行性

ナ ラズ、且治癒 傾向著 シ。

〈6)各 種菌膿 二於 ケル病 攣 ノ・反之、動物種脇 ノ

差違 トー定 ノ關係 テ有 セズ。各菌盟 二基 ク組織

憂化ノ・、 ソノ経過中、所謂類上皮細胞性結核様

肉芽組織或ノ・往々同結核様結節 二類 スル所見ラ

出現 セ シムレドモ、常二之ノ・繊維化 二赴 キ癩痕

治癒 ノ状態 ラ以テ終焔 ス。決 シテ乾酪化二至 ラ

ズ。

(7)「 ラ」氏型亘態細胞・上皮様細胞 ノ奪現ハ結

核菌「リボ イ ド」ノ存在ナクトモ之テ得、「チモテ

ー」脱脂菌、墨汁二依 リテモ亦之テ認メ得 タリ。

(8)各 菌膿二基 ク反磨ハ凡ユル立場 ヨリ考察 シ

テ、特二結核 ト特異的關聯性テ有 スル如 ク解ス

ル能ノ、ズ、寧 ロ斯ノ、異物反慮 ト解 スルテ以デ妥

當 ト信ズ。

(附記)本 實験 テ行 フニ際 シ、非常戦時局下盆

々御多忙ナルニ不拘、終始御懇篤ナル御指導 ト

御鞭捷 テ賜 リタル恩師戸田、赤岩雨教授 二封 シ

深甚 ノ謝意ヲ表 スル ト共二、有盆ナル御助言 ラ

賜 リタル本學病理學大野教授 二封 シ深謝 ス。

附圖説明

(1)「 チモ テー 」、 「アル コー ノレ」、「ヒ ー テ ル」、「ク ロ ロ

ホル ム」脱 脂 菌 注 入後 二20日 目 肉 芽 竈 所 見 。,(湖 冥)

160×H・E.染 色。

(2)鳥 型 「アノレコー ル 」、「エ ー テル 」、「ク ロ ロ ホル ム」

脱 脂 結 核 菌 注 入 後25日 目 肉芽 竈 所 見 。(海 ≦冥)200

×-H.E.染 色 。

(3)人 型 結 核 菌 髄 蛋 白注 入 後25日 目上 皮様 細 胞 性 肉

芽 竈 所 見 。(家 兎)200×H・E・ 染 色 。.

(4)人 型 結 核 生 菌 注 入 後50日 目乾 酪化 「右 上)セ ル 肉

芽 竈 ノ・一一・:部ヲ示 ス 。(海6冥)150×H.E.染 色 。

(5)人 型 結 核加 勲 死 菌 注入 後40日 目上 皮 様 細 胞 性 肉

芽 竈 所 見 。(家 兎)200×H.E・ 染 色 。

(6)人 型 結 核 菌 盤 蛋 白注 入 後40日 目巨 態 細 胞 性 肉 芽

竈 所 見 。(海 狸)210×H.E・ 染 色 。

(7)鳥 型 結 核 「アノvコ'"7v」 、「工 陶 テル 」・「ク"ロ ホル

ム」脱 脂 菌 注入 後30日 目所 見 。(海 狸)160× 「アザ

ソ・マ ロ リー」染 色 。

(8)人 型 結 核 臭 素 瓦 斯 脱 脂 菌 注 入 後35日 目結 節類 似

肉 芽 竈 ノー 部 ヲ示 ス。(海 狸)80×H・E・ 染 色。

(9)人 型 結 核 「アル コ ール 」、「エ ー テル 」、「ク ロ ロ ホル

ム」睨脂 菌 注 入 後40日 目多 数 ノ「ラ」氏 型 巨態 細 胞 浸

潤 セル 肉芽 竈 ノー一部 ヲ示 ス。(海 狸)210xH.E.染
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色 。

(10)人 型 結 核菌 膣 蛋 白注 入 後40日 目所 見 。(海 狸)80

×H.E.染 色 。

(11)人 型結核Ik菌 注入30日 目所見。白血球竈(左 上)

及混清肉芽竈 ヲ示ス。(家 兎)170×H.E・ 染色。
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